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▼
8
月
の
で
き
ご
と

4
日
　
真
夏
の
か
ま
く
ら
塾
（
浦

　
　
田
6
H
ま
で
）

m
H
　
　
輩
祓
八
バ
建
汎
双
禾
久
H
犬
バ

ー4

日
　
真
夏
の
牽
，
ま
つ
り
（
人
厳

　
　
寺
高
原
）

19

H
　
ミ
ニ
ベ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
会

⑳
H
　
例
月
監
査

22
日

26

H
　
歩
け
歩
け
人
会
（
人
厳
寺
）

27

H
．
議
会
産
業
経
済
委
員
会

28

日
　
　
〃
総
務
民
生
　
〃

▼
9
月
の
予
定

5
日
　
町
民
グ
ラ
ン
ド
照
明
灯
点

　
　
灯
式
・
体
協
卜
周
年
記
今
心

　
　
大
会

7
口
　
人
権
相
談
（
セ
ン
タ
ー
）

18
日
　
　
瀧
峨
A
総
連
賞
口
禾
久
H
貝
八
ム

茄
日
　
9
月
｛
　
　
　
　
（
2
6
H
ま

　
　
で
の
弄
定
）

　
　
　
　
編
集
後
記

　
九
月
に
入
っ
て
も
三
〇
度
を
越

す
日
が
続
き
、
残
暑
が
厳
し
い
秋

と
な
り
ま
し
た
。
水
不
足
が
深
刻

な
所
で
は
カ
ン
カ
ン
と
照
り
つ
け

る
太
陽
が
、
腹
立
た
し
く
思
え
る

事
で
し
ょ
う
。

　秋よ

つ
り
も
終
り
、
農
家
に
と

っ
て
は
、
年
中
で
一
番
忙
が
し
い

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
早
い
所
で

は
、
．
八
月
．
一
卜
日
頃
よ
り
稲
刈
り

を
始
め
て
い
ま
す
。
今
年
の
作
況

指
数
は
今
の
所
一
〇
二
で
、
や
や

良
と
い
う
事
で
す
。
ケ
ガ
な
ど
に

気
を
つ
け
て
農
作
業
に
励
ん
で
く

だ
さ
い
。

九
月
、
H
の
人
口

総
人
口
／
、
．
一
、
八
七
七
（
▲
八
）

　
　
男
／
一
、
八
九
六
（
▲
四
）

　
　
女
／
．
、
九
八
一
　
（
▲
四
）

■
世
帯
数
／
一
、
一
八
六
（
　
○
）

（
）
内
は
八
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
九
月
号

平
成
二
年
九
月
十
H
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
智
六
⊥
二
二
一
二

編
集
／
議
会
事
務
局

土
曜
閉
庁
　
9
月
8
日
・
2
2
日
　
1
0
月
1
3
日
・
2
7
口

＊
出
生
．
死
亡
・
婚
姻
の
届
は
出
来
ま
す

詮
髭
象
懸
磁
麟
「
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「
セ
イ
ヤ
　
セ
イ
ヤ
」
の

掛
け
声
も
勇
ま
し
く

秋
ま
つ
り
の
お
み
こ
し
が

商
店
街
を
練
り
歩
く

　
　
　
　
し
き

今
年
は
粋
な
ハ
ッ
ピ
を

着
こ
ん
だ
女
性
も
加
わ
り

一
段
と
燃
え
た
松
之
山
部
落
の

秋
ま
つ
り
で
し
た
。

、



ー
0
お
ー

召
，

総
額二

九
億
三
、

　
九
月
｛
疋
例
議
会
が
二
十
五
・
二

十
六
口
の
二
洞
間
開
催
さ
れ
、
平

成
一
兀
年
度
の
決
算
及
び
平
成
二
年

度
の
補
正
予
算
・
各
条
例
の
制
定
・

改
正
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
議
会
は
決
算
議
会
と
い
わ

れ
て
お
り
、
一
般
会
計
及
び
三
つ

の
特
別
会
計
の
元
年
度
決
算
を
中

心
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
決
算
の

内
容
及
び
分
析
に
つ
い
て
は
次
の

所
で
掲
載
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

／
＼
。　

　
　
託
円
円
円
円
　
　
円

六
二
四
万
五
千
円
に

す
。　

平
成
二
年
度
の
補
．
正
予
算
で
は
、

一
般
会
計
で
三
億
一
、
八
〇
五
万

六
千
円
（
二
回
合
計
）
と
い
う
大

変
大
き
な
補
正
が
行
わ
れ
、

で
三
〇
億
円
近
い
予
算
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
・
．
王
な
も
の
は
、
歳
入

の
地
方
交
付
税
の
増
額
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
の
交
付
税
の
使
い
み

ち
は
町
債
管
理
基
金
積
立
と
、
高

齢
者
福
祉
対
策
基
金
の
積
立
等
に

当
て
ら
れ
ま
す
。

平成2年度一般会計補正予算
　　　　　　　　の主な使いみち
〉総務費

・下布川地区コミュニティセンター設計委託

　料　　　　　　　　　　　　　208万円
・町債管理基金積立金　　　　，　6，863万円

・高齢者福祉対策基金積立金　1億1，287万円

・ふるさと創生基金積立金　　　　　815万円

・絵画購入費（2点）ふるさと創生事業

　　　　　　　　　　　　　　　　160万円

・共同無雪駐車場（橋詰）　　　　　610万円

・雪対策事業費　　　　　　　　　2，590万円

　　ブレドーザD2級（3台）
　　小型除雪機P26級（5台）

〉民生費

。特養ホーム用地造成工事測量、設計委託料

　　　　　　　　　　　　　　　　177万円

・特養ホーム予定地立木購入費　　1，608万円

　
条
例
関
係
で
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
が
改
｛
疋
さ
れ
、
昨
年

よ
り
税
額
の
引
き
．
ト
げ
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

町
民
グ
ラ
ン
ド
が
完
成
し
、
そ
の

使
用
規
則
・
使
川
料
が
条
例
で
｛
疋

め
ら
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
及
び

ゲ
！
ト
ボ
ー
ル
場
は
町
民
及
び
町

内
団
体
が
ス
ポ
ー
ツ
、
行
事
等
に

使
用
す
る
場
合
は
無
料
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
ナ
イ
タ
ー
醗
寺
夜
問

照
明
を
使
川
す
る
場
合
は
、
三
〇

分
一
、
O
O
O
円
必
要
で
す
。
（
郡

内
最
低
）

　
ま
た
、
こ
の
議
会
で
は
平
成
二

年
度
か
ら
六
年
度
ま
で
の
「
過
疎

679万円

〉衛生費

。簡易水道特別会計へ繰出

〉農林水産業費

・特産物集出荷所水道修繕工事費　　128万円

【＞土木費

・東川藤倉天水越線舗装（中坪）同線（河川

整備）天水島　　　　　　　　　1，060万円

地
域
活
性
化
計
画
」
も
審
議
さ
れ
、

今
後
、
κ
年
問
の
町
事
業
や
曲
、
辰
業
・

衆
業
の
方
向
、
づ
け
が
な
さ
れ
ま
し

た
。　

．
般
質
問
は
高
橋
英
一
∴
尚
橋

｛
疋
安
・
…
辺
慎
一
・
田
辺
尚
二
の

四
議
員
が
行
い
、
農
業
・
福
祉
・

道
路
問
題
等
、
町
長
の
考
え
を
聞

き
ま
し
た
。
詳
し
く
は
議
会
だ
よ

り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
九
月
い
っ
ば
い
で
任
期
満
了
と

な
る
教
育
委
員
と
固
声
疋
資
産
評
価

委
員
一
名
ず
つ
に
つ
い
て
は
、
樋

口
一
次
さ
ん
（
中
尾
）
と
佐
藤
正

男
さ
ん
（
．
人
水
越
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
．
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

〉消防費

・防災行政無線導入調査設計委託料200万円

〉教育費

・浦田中学校統合記念事業補助金　　100万円

・スクールバス1台購入（中学用）　880万円

・町民グランド管理棟建築費　　　1，500万円

・グランド放送設備等配線工事　　　278万円

・グランド取付道路工事費増　　　　481万円

　
平
成
元
年
度
の
松
之
山
町
］
般

及
び
国
民
健
康
保
険
な
ど
三
つ
の

特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
｛
疋
例

議
会
で
承
郵
、
恥
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
当
初
予
算
二

一
億
六
、
三
四
九
万
五
千
円
に
対

し
、
そ
の
後
十
二
回
の
補
正
が
行

わ
れ
最
終
的
に
は
二
七
億
一
、
○

八
七
万
四
千
円
の
予
算
額
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
度
と
比

較
し
て
み
ま
す
と
八
・
五
％
、
額

に
し
て
二
億
一
、
二
七
六
万
一
千

平成元年度

これだけのお金が使われました

決算報告より

円
増
え
た
事
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
歳
出
決
算
額
は

二
六
億
五
、
四
四
五
万
九
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
差
引
き
五
、
六
四

一
万
五
千
円
の
黒
字
会
計
と
な
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
町
債
（
い
わ
ゆ
る
町

の
借
金
）
は
、
平
成
一
兀
年
度
末
で

二
六
億
四
、
〇
一
六
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
町
の
一
年
間
の
予
算
に

匹
敵
す
る
ほ
ど
で
す
。
こ
れ
は
町

民
一
人
当
り
に
す
る
と
六
八
万
一
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妊
金
肝
料
剛
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万
担
万
数
万
　
万

町税
1億9，810

分担金．負
　　3，388

使用料．手
　　4，730

財産収入
　　2，746

千
円
と
な
り
ま
す
が
、
交
付
金
等

の
増
加
に
よ
り
昨
年
よ
り
一
人
七

千
円
ほ
ど
負
担
が
減
っ
て
い
る
事

に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
税
金
、
い
わ
ゆ
る
直

接
町
民
の
負
担
に
よ
る
も
の
は
ど

う
か
と
い
い
ま
す
と
、
税
収
入
で

一
億
九
、
八
一
〇
万
四
千
円
、
財

産
収
入
な
ど
税
外
収
入
で
一
億
八

六
四
万
八
千
円
で
合
計
三
億
六
七

五
万
二
千
円
と
な
り
、
町
民
一
人

当
り
（
三
、
八
八
○
人
）
で
割
る

入

と
約
七
万
九
、
〇
六
〇
円
と
な
り

ま
す
。
こ
の
町
民
負
担
額
の
歳
入

決
算
額
に
対
す
る
割
合
は
、
一
一

・
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
の
決
算

状
況
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

Q
歳
入
　
三
億
六
、
一
四
〇
万
八
、

　
　
　
　
一
四
八
円

・
歳
出
　
三
億
五
、
四
二
五
万
七
、

　
　
　
　
一
五
五
円

・
二
、
四
八
一
万
五
、
八
四
五
円

歳

町民負担
3億675万2千円
（11．3％）

国庫支出金その他

3億3，494ノゴ8 千「1

（12．4％）／

．熱
（7．7％）　　　　＿

地方交付税

6億6，170万円
　　（61．3％）

議会費3，901万7千円（1．5％）

▼
老
人
保
健
特
別
会
計

・
歳
入
　
三
億
三
七
〇
万
五
、
一

　
　
　
九
八
円
、

・
歳
出
　
三
億
三
五
一
万
四
、
五

　
　
　
八
二
円

・
．
八
万
九
、
四
一
八
円
の
黒
字

▼
簡
易
水
道
特
別
会
計

・
歳
入
　
七
、
三
〇
三
万
一
、
六

　
　
　
〇
三
円

Q
歳
出
　
七
、
二
三
八
万
一
、
六

　
　
　
八
七
円

・
四
五
万
七
、
三
二
二
円
の
黒
字

総務費
8億7，4（18万9千円

（32．9％）

出ル戚

　　　　　　　　　　民生費
　　　　　　　　　　7，985万6千円（3．0％

　　　　　　　　　衛生費
　　　　　　　　　8，095万2千円（3．0％）

　　　　　　労働費367万円（0．1％）

農林水産業費
2億7，783万5千円（10．5％）

肖防費その他

1億7，552万8千円
（6．6％）

公債費
4億4，825万8千
（16．9％）

難蓼，
　　　　轡1

　　　商工費

　　　8，503万6千円

　　　（3．2％）

、
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催
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び
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年
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予
算
・
各
条
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の
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改
正
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が
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れ
ま
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九
月
議
会
は
決
算
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会
と
い
わ

れ
て
お
り
、
一
般
会
計
及
び
三
つ

の
特
別
会
計
の
元
年
度
決
算
を
中

心
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
決
算
の

内
容
及
び
分
析
に
つ
い
て
は
次
の

所
で
掲
載
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

／
＼
。　

　
　
託
円
円
円
円
　
　
円

六
二
四
万
五
千
円
に

す
。　

平
成
二
年
度
の
補
．
正
予
算
で
は
、

一
般
会
計
で
三
億
一
、
八
〇
五
万

六
千
円
（
二
回
合
計
）
と
い
う
大

変
大
き
な
補
正
が
行
わ
れ
、

で
三
〇
億
円
近
い
予
算
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
・
．
王
な
も
の
は
、
歳
入

の
地
方
交
付
税
の
増
額
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
の
交
付
税
の
使
い
み

ち
は
町
債
管
理
基
金
積
立
と
、
高

齢
者
福
祉
対
策
基
金
の
積
立
等
に

当
て
ら
れ
ま
す
。

平成2年度一般会計補正予算
　　　　　　　　の主な使いみち
〉総務費

・下布川地区コミュニティセンター設計委託

　料　　　　　　　　　　　　　208万円
・町債管理基金積立金　　　　，　6，863万円

・高齢者福祉対策基金積立金　1億1，287万円

・ふるさと創生基金積立金　　　　　815万円

・絵画購入費（2点）ふるさと創生事業

　　　　　　　　　　　　　　　　160万円

・共同無雪駐車場（橋詰）　　　　　610万円

・雪対策事業費　　　　　　　　　2，590万円

　　ブレドーザD2級（3台）
　　小型除雪機P26級（5台）

〉民生費

。特養ホーム用地造成工事測量、設計委託料

　　　　　　　　　　　　　　　　177万円

・特養ホーム予定地立木購入費　　1，608万円

　
条
例
関
係
で
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
が
改
｛
疋
さ
れ
、
昨
年

よ
り
税
額
の
引
き
．
ト
げ
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

町
民
グ
ラ
ン
ド
が
完
成
し
、
そ
の

使
用
規
則
・
使
川
料
が
条
例
で
｛
疋

め
ら
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
及
び

ゲ
！
ト
ボ
ー
ル
場
は
町
民
及
び
町

内
団
体
が
ス
ポ
ー
ツ
、
行
事
等
に

使
用
す
る
場
合
は
無
料
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
ナ
イ
タ
ー
醗
寺
夜
問

照
明
を
使
川
す
る
場
合
は
、
三
〇

分
一
、
O
O
O
円
必
要
で
す
。
（
郡

内
最
低
）

　
ま
た
、
こ
の
議
会
で
は
平
成
二

年
度
か
ら
六
年
度
ま
で
の
「
過
疎

679万円

〉衛生費

。簡易水道特別会計へ繰出

〉農林水産業費

・特産物集出荷所水道修繕工事費　　128万円

【＞土木費

・東川藤倉天水越線舗装（中坪）同線（河川

整備）天水島　　　　　　　　　1，060万円

地
域
活
性
化
計
画
」
も
審
議
さ
れ
、

今
後
、
κ
年
問
の
町
事
業
や
曲
、
辰
業
・

衆
業
の
方
向
、
づ
け
が
な
さ
れ
ま
し

た
。　

．
般
質
問
は
高
橋
英
一
∴
尚
橋

｛
疋
安
・
…
辺
慎
一
・
田
辺
尚
二
の

四
議
員
が
行
い
、
農
業
・
福
祉
・

道
路
問
題
等
、
町
長
の
考
え
を
聞

き
ま
し
た
。
詳
し
く
は
議
会
だ
よ

り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
九
月
い
っ
ば
い
で
任
期
満
了
と

な
る
教
育
委
員
と
固
声
疋
資
産
評
価

委
員
一
名
ず
つ
に
つ
い
て
は
、
樋

口
一
次
さ
ん
（
中
尾
）
と
佐
藤
正

男
さ
ん
（
．
人
水
越
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
．
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

〉消防費

・防災行政無線導入調査設計委託料200万円

〉教育費

・浦田中学校統合記念事業補助金　　100万円

・スクールバス1台購入（中学用）　880万円

・町民グランド管理棟建築費　　　1，500万円

・グランド放送設備等配線工事　　　278万円

・グランド取付道路工事費増　　　　481万円

　
平
成
元
年
度
の
松
之
山
町
］
般

及
び
国
民
健
康
保
険
な
ど
三
つ
の

特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
｛
疋
例

議
会
で
承
郵
、
恥
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
当
初
予
算
二

一
億
六
、
三
四
九
万
五
千
円
に
対

し
、
そ
の
後
十
二
回
の
補
正
が
行

わ
れ
最
終
的
に
は
二
七
億
一
、
○

八
七
万
四
千
円
の
予
算
額
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
度
と
比

較
し
て
み
ま
す
と
八
・
五
％
、
額

に
し
て
二
億
一
、
二
七
六
万
一
千

平成元年度

これだけのお金が使われました

決算報告より

円
増
え
た
事
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
歳
出
決
算
額
は

二
六
億
五
、
四
四
五
万
九
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
差
引
き
五
、
六
四

一
万
五
千
円
の
黒
字
会
計
と
な
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
町
債
（
い
わ
ゆ
る
町

の
借
金
）
は
、
平
成
一
兀
年
度
末
で

二
六
億
四
、
〇
一
六
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
町
の
一
年
間
の
予
算
に

匹
敵
す
る
ほ
ど
で
す
。
こ
れ
は
町

民
一
人
当
り
に
す
る
と
六
八
万
一

　
　
　
　
　
　
％
　
％
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
乳
　
L
　
％
　
　
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ド
　
　
ひ
　
　
し
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
妊
金
肝
料
剛
　
肝

　
　
　
　
　
　
万
担
万
数
万
　
万

町税
1億9，810

分担金．負
　　3，388

使用料．手
　　4，730

財産収入
　　2，746

千
円
と
な
り
ま
す
が
、
交
付
金
等

の
増
加
に
よ
り
昨
年
よ
り
一
人
七

千
円
ほ
ど
負
担
が
減
っ
て
い
る
事

に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
税
金
、
い
わ
ゆ
る
直

接
町
民
の
負
担
に
よ
る
も
の
は
ど

う
か
と
い
い
ま
す
と
、
税
収
入
で

一
億
九
、
八
一
〇
万
四
千
円
、
財

産
収
入
な
ど
税
外
収
入
で
一
億
八

六
四
万
八
千
円
で
合
計
三
億
六
七

五
万
二
千
円
と
な
り
、
町
民
一
人

当
り
（
三
、
八
八
○
人
）
で
割
る

入

と
約
七
万
九
、
〇
六
〇
円
と
な
り

ま
す
。
こ
の
町
民
負
担
額
の
歳
入

決
算
額
に
対
す
る
割
合
は
、
一
一

・
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
の
決
算

状
況
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

Q
歳
入
　
三
億
六
、
一
四
〇
万
八
、

　
　
　
　
一
四
八
円

・
歳
出
　
三
億
五
、
四
二
五
万
七
、

　
　
　
　
一
五
五
円

・
二
、
四
八
一
万
五
、
八
四
五
円

歳

町民負担
3億675万2千円
（11．3％）

国庫支出金その他

3億3，494ノゴ8 千「1

（12．4％）／

．熱
（7．7％）　　　　＿

地方交付税

6億6，170万円
　　（61．3％）

議会費3，901万7千円（1．5％）

▼
老
人
保
健
特
別
会
計

・
歳
入
　
三
億
三
七
〇
万
五
、
一

　
　
　
九
八
円
、

・
歳
出
　
三
億
三
五
一
万
四
、
五

　
　
　
八
二
円

・
．
八
万
九
、
四
一
八
円
の
黒
字

▼
簡
易
水
道
特
別
会
計

・
歳
入
　
七
、
三
〇
三
万
一
、
六

　
　
　
〇
三
円

Q
歳
出
　
七
、
二
三
八
万
一
、
六

　
　
　
八
七
円

・
四
五
万
七
、
三
二
二
円
の
黒
字

総務費
8億7，4（18万9千円

（32．9％）

出ル戚

　　　　　　　　　　民生費
　　　　　　　　　　7，985万6千円（3．0％

　　　　　　　　　衛生費
　　　　　　　　　8，095万2千円（3．0％）

　　　　　　労働費367万円（0．1％）

農林水産業費
2億7，783万5千円（10．5％）

肖防費その他

1億7，552万8千円
（6．6％）

公債費
4億4，825万8千
（16．9％）

難蓼，
　　　　轡1

　　　商工費

　　　8，503万6千円

　　　（3．2％）

、
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農業祭・芸能祭

10月28日（日）

　
収
穫
作
業
も
比
較
的
順
調
に
進

ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん

収
冠
の
方
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
春
か
ら
夏
に
か
け
て
晴
天
が
続

き
、
や
や
水
不
足
に
よ
る
影
響
が

米
に
出
て
い
る
よ
う
に
聞
い
て
い

ま
す
。
思
っ
た
ほ
ど
豊
作
で
な
い

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
さ
て
、
収
穫
の
秋
。
一
年
間
の

農
業
生
産
と
文
化
活
動
の
成
果
を

発
表
・
展
示
し
あ
う
”
第
九
回
農

業
祭
．
芸
能
祭
”
が
、
十
月
最
後

の
H
曜
H
、
二
十
八
口
に
白
然
休

養
村
セ
ン
タ
ー
及
び
町
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
前
日
に

昨年の良質米生産推進共励会の表彰式

今年はどんな成績が出るか楽しみです。

殺
到
す
る
野
菜
の
展
示
即
売
。
5

し
い
野
菜
は
早
め
に
行
か
な
い
と

手
に
入
ら
な
い
ほ
ど
人
気
が
あ
る

コ
ー
ナ
ー
の
一
つ
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
乎
打
そ
ば
・
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り
・
つ
き
た
て

の
モ
チ
の
無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー
も

楽
し
み
で
す
。

　
町
内
婦
人
の
皆
さ
ん
に
よ
る
”
伝

え
て
い
き
た
い
わ
が
家
の
味
と
香

り
”
コ
ー
ナ
ー
も
人
気
の
的
。
い

つ
も
沢
山
の
人
だ
か
り
が
出
来
て

い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
に
人
気
の
あ
る
の
が

は
錦
鯉
の
晶
評
会
．
町
美
術
展
も
雛

同
時
に
開
讐
れ
る
唐
な
．
て
難
一

い
ま
す
．
　
　
　
　
　
灘

　
内
容
的
に
は
咋
年
と
あ
ま
り
変
縫

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
部
門
で
創
意
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
鞭
　
　
公
的
年
金
制
度
で
は
、
…
人
一

よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
購
年
金
」
の
受
給
が
原
則
で
す
の
で
、

り
ま
す
の
で
、
家
族
連
れ
で
お
出
灘
二
つ
以
L
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

掛
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
購
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
ど
の
年

嚇
嚇
購
欝
曝
欝
隔
溜
讐

総
綴
無
磯
灘
難
㍊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

賑
売
囎
高
時
に
買
い
手
鰻
慰
麹
　
　
　
難
＾
難

一
つ
以
上
の
年
金
は

　
　
　
　
　
　
　
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

“
ポ
ン
菓
子
”
大
き
な
音
に
は
ビ

ッ
ク
リ
し
よ
す
が
人
変
お
い
し
い

お
菓
．
†
で
す
。

　
体
育
館
の
中
で
は
、
町
内
の
歌
　
・

白
慢
・
踊
り
自
慢
の
方
々
が
、
H

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
く
．
、
伝

れ
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
一
H
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
事
と
思
い
ま

す
。　

こ
の
ほ
か
に
も
美
術
展
・
美
し

い
錦
鯉
・
農
機
具
及
び
除
雪
機
の
灘

展
示
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
秋
瀧

の
く
た
び
れ
直
し
に
是
非
大
勢
で
辮

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
麟 　

る
か
選
択
し
、
一
方
の
年
金
の
支

　
給
は
．
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

　
』
ザ
。

　
　
た
だ
し
例
外
と
し
て
、
遺
族
厚

　
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が
、

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
得
た

　
と
き
は
、
二
つ
の
年
金
が
支
給
さ

　
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
た
と
え
ば
、
老
齢
基
礎

　
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
ま
た
は
退

　
職
共
済
年
金
の
組
み
合
わ
せ
の
よ

も
　
う
に
、
支
給
理
由
が
同
じ
場
合
は
、

　
両
方
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な

’
り
ま
す
。

　
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
L
越
社
会

　
保
険
事
務
所
ま
た
は
、
町
役
場
の

　
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

　
、
　
Q

　
し

第
三
回
十
月
二
十
日

坂
口
安
吾
ま
つ
り
開
催

！

　　　　’罐　・

鎚笛
子供たちの憩いの場安吾碑の前でパィポーズ！

〃

　
松
之
山
ゆ
か
り
の
文
豪
”
坂
口

安
吾
”
の
文
学
碑
が
、
松
之
山
小
　
、

学
校
前
の
ブ
ナ
林
に
建
立
さ
れ
て

か
ら
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
文
学
碑
の
建
立
を
記
念
し

て
翌
年
か
ら
開
か
れ
て
い
る
”
坂
日

安
吾
ま
つ
り
”
が
、
今
年
も
十
月
二

卜
口
の
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
県
内
外
か
ら
多
く
の
安
吾

フ
ァ
ン
が
駆
け
付
け
、
に
ぎ
や
か

に
文
学
談
義
が
交
わ
さ
れ
る
安
吾

ま
つ
り
で
す
が
、
今
年
は
午
後
三

時
三
〇
分
よ
り
安
吾
碑
・
安
吾
の

館
人
棟
山
博
物
館
を
見
学
し
、
そ

の
後
、
き
の
こ
料
理
と
地
酒
・
コ
シ

ヒ
カ
リ
お
に
ぎ
り
の
安
吾
パ
ー
テ

ィ
が
行
わ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
は
坂
り
．
一
季
代
夫

人
の
』
米
町
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
公
民
館
（
六
ー
二
二
六
五
）

に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

戴嚢

難

間行政相談週
～10月14日

20日まで

　
十
月
は
、
行
政
枷
談
の
制
度
を

よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
、
普
及
推
進
月
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
ト
四
日
か
ら

二
〇
日
ま
で
の
…
週
問
を
、
行
政

相
談
週
間
と
定
め
、
巡
回
特
別
相

談
な
ど
が
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
相
談
と
は
、
国
民
の
行
政

に
関
す
る
苫
情
や
意
見
∴
嬰
望
等

を
受
け
付
け
て
、
そ
の
解
決
や
実

現
の
促
進
を
図
る
も
の
で
、
町
で

一
名
の
行
政
相
淡
委
員
の
方
が
皆

さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
の
行
政
相
談
員
は
、

猪
俣
栄
二
さ
ん
（
松
之
山
ナ
オ
ヤ
）

で
、
い
つ
も
は
白
宅
で
相
談
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

移
動
行
政
相
談
所
を

　
　
　
開
設
し
ま
す

　
町
で
は
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
て

次
の
日
程
で
移
動
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
日
頃
行
政
に
対
し

て
疑
問
や
要
望
な
ど
、
ど
ん
な
小

さ
な
事
で
も
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
目
は
人
権
擁
護
委
員

の
方
も
お
り
ま
す
の
で
、
行
政
ば

か
り
で
な
く
何
で
も
相
談
に
応
じ

ま
す
。◎

日
時

十
月
十
六
（
火
）

午
前
九
時
三
〇
分
～

午
後
三
時

◎
場
所

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

二
階

み
ん
な
の
声
を

行
政
に
！

⑤
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農業祭・芸能祭

10月28日（日）

　
収
穫
作
業
も
比
較
的
順
調
に
進

ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん

収
冠
の
方
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
春
か
ら
夏
に
か
け
て
晴
天
が
続

き
、
や
や
水
不
足
に
よ
る
影
響
が

米
に
出
て
い
る
よ
う
に
聞
い
て
い

ま
す
。
思
っ
た
ほ
ど
豊
作
で
な
い

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
さ
て
、
収
穫
の
秋
。
一
年
間
の

農
業
生
産
と
文
化
活
動
の
成
果
を

発
表
・
展
示
し
あ
う
”
第
九
回
農

業
祭
．
芸
能
祭
”
が
、
十
月
最
後

の
H
曜
H
、
二
十
八
口
に
白
然
休

養
村
セ
ン
タ
ー
及
び
町
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
前
日
に

昨年の良質米生産推進共励会の表彰式

今年はどんな成績が出るか楽しみです。

殺
到
す
る
野
菜
の
展
示
即
売
。
5

し
い
野
菜
は
早
め
に
行
か
な
い
と

手
に
入
ら
な
い
ほ
ど
人
気
が
あ
る

コ
ー
ナ
ー
の
一
つ
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
乎
打
そ
ば
・
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り
・
つ
き
た
て

の
モ
チ
の
無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー
も

楽
し
み
で
す
。

　
町
内
婦
人
の
皆
さ
ん
に
よ
る
”
伝

え
て
い
き
た
い
わ
が
家
の
味
と
香

り
”
コ
ー
ナ
ー
も
人
気
の
的
。
い

つ
も
沢
山
の
人
だ
か
り
が
出
来
て

い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
に
人
気
の
あ
る
の
が

は
錦
鯉
の
晶
評
会
．
町
美
術
展
も
雛

同
時
に
開
讐
れ
る
唐
な
．
て
難
一

い
ま
す
．
　
　
　
　
　
灘

　
内
容
的
に
は
咋
年
と
あ
ま
り
変
縫

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
部
門
で
創
意
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
鞭
　
　
公
的
年
金
制
度
で
は
、
…
人
一

よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
購
年
金
」
の
受
給
が
原
則
で
す
の
で
、

り
ま
す
の
で
、
家
族
連
れ
で
お
出
灘
二
つ
以
L
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

掛
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
購
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
ど
の
年

嚇
嚇
購
欝
曝
欝
隔
溜
讐

総
綴
無
磯
灘
難
㍊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

賑
売
囎
高
時
に
買
い
手
鰻
慰
麹
　
　
　
難
＾
難

一
つ
以
上
の
年
金
は

　
　
　
　
　
　
　
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

“
ポ
ン
菓
子
”
大
き
な
音
に
は
ビ

ッ
ク
リ
し
よ
す
が
人
変
お
い
し
い

お
菓
．
†
で
す
。

　
体
育
館
の
中
で
は
、
町
内
の
歌
　
・

白
慢
・
踊
り
自
慢
の
方
々
が
、
H

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
く
．
、
伝

れ
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
一
H
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
事
と
思
い
ま

す
。　

こ
の
ほ
か
に
も
美
術
展
・
美
し

い
錦
鯉
・
農
機
具
及
び
除
雪
機
の
灘

展
示
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
秋
瀧

の
く
た
び
れ
直
し
に
是
非
大
勢
で
辮

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
麟 　

る
か
選
択
し
、
一
方
の
年
金
の
支

　
給
は
．
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

　
』
ザ
。

　
　
た
だ
し
例
外
と
し
て
、
遺
族
厚

　
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が
、

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
得
た

　
と
き
は
、
二
つ
の
年
金
が
支
給
さ

　
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
た
と
え
ば
、
老
齢
基
礎

　
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
ま
た
は
退

　
職
共
済
年
金
の
組
み
合
わ
せ
の
よ

も
　
う
に
、
支
給
理
由
が
同
じ
場
合
は
、

　
両
方
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な

’
り
ま
す
。

　
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
L
越
社
会

　
保
険
事
務
所
ま
た
は
、
町
役
場
の

　
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

　
、
　
Q

　
し

第
三
回
十
月
二
十
日

坂
口
安
吾
ま
つ
り
開
催

！

　　　　’罐　・

鎚笛
子供たちの憩いの場安吾碑の前でパィポーズ！

〃

　
松
之
山
ゆ
か
り
の
文
豪
”
坂
口

安
吾
”
の
文
学
碑
が
、
松
之
山
小
　
、

学
校
前
の
ブ
ナ
林
に
建
立
さ
れ
て

か
ら
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
文
学
碑
の
建
立
を
記
念
し

て
翌
年
か
ら
開
か
れ
て
い
る
”
坂
日

安
吾
ま
つ
り
”
が
、
今
年
も
十
月
二

卜
口
の
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
県
内
外
か
ら
多
く
の
安
吾

フ
ァ
ン
が
駆
け
付
け
、
に
ぎ
や
か

に
文
学
談
義
が
交
わ
さ
れ
る
安
吾

ま
つ
り
で
す
が
、
今
年
は
午
後
三

時
三
〇
分
よ
り
安
吾
碑
・
安
吾
の

館
人
棟
山
博
物
館
を
見
学
し
、
そ

の
後
、
き
の
こ
料
理
と
地
酒
・
コ
シ

ヒ
カ
リ
お
に
ぎ
り
の
安
吾
パ
ー
テ

ィ
が
行
わ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
は
坂
り
．
一
季
代
夫

人
の
』
米
町
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
公
民
館
（
六
ー
二
二
六
五
）

に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

戴嚢

難

間行政相談週
～10月14日

20日まで

　
十
月
は
、
行
政
枷
談
の
制
度
を

よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
、
普
及
推
進
月
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
ト
四
日
か
ら

二
〇
日
ま
で
の
…
週
問
を
、
行
政

相
談
週
間
と
定
め
、
巡
回
特
別
相

談
な
ど
が
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
相
談
と
は
、
国
民
の
行
政

に
関
す
る
苫
情
や
意
見
∴
嬰
望
等

を
受
け
付
け
て
、
そ
の
解
決
や
実

現
の
促
進
を
図
る
も
の
で
、
町
で

一
名
の
行
政
相
淡
委
員
の
方
が
皆

さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
の
行
政
相
談
員
は
、

猪
俣
栄
二
さ
ん
（
松
之
山
ナ
オ
ヤ
）

で
、
い
つ
も
は
白
宅
で
相
談
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

移
動
行
政
相
談
所
を

　
　
　
開
設
し
ま
す

　
町
で
は
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
て

次
の
日
程
で
移
動
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
日
頃
行
政
に
対
し

て
疑
問
や
要
望
な
ど
、
ど
ん
な
小

さ
な
事
で
も
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
目
は
人
権
擁
護
委
員

の
方
も
お
り
ま
す
の
で
、
行
政
ば

か
り
で
な
く
何
で
も
相
談
に
応
じ

ま
す
。◎

日
時

十
月
十
六
（
火
）

午
前
九
時
三
〇
分
～

午
後
三
時

◎
場
所

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

二
階

み
ん
な
の
声
を

行
政
に
！

⑤
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新潟県ジュニアリーダー研修会

松之山から3名が参加
”
丁

北海道一周洋上の旅
夢

　
県
で
は
毎
年
夏
休
み
等
を
利
川

し
て
、
県
内
に
住
む
小
学
校
六
年

生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し

た
”
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
”

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
八
月
二
〇
H
～
二
卜

六
H
ま
で
の
間
、
北
海
道
一
周
の

洋
上
集
団
宿
泊
研
修
と
い
う
形
で

実
施
さ
れ
、
松
之
山
か
ら
三
名
が

こ
の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
県

全
体
で
は
κ
四
κ
名
が
参
加
し
、

船
の
L
で
集
団
生
活
を
し
な
が
ら

北
海
道
各
地
を
訪
れ
、
交
流
を
深

め
て
来
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
の
研
修
に
参
加
し
た

．
二
名
よ
り
感
想
を
書
い
て
も
ら
い

ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

「
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て
」

松
之
山
小
六
年
　
相
沢
和
喜

　
ぽ
く
は
、
八
月
二
十
H
か
ら
二

十
六
口
ま
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
行
き
帰
り
は
、
新
潟
港
か
ら
苫

小
牧
ま
で
船
で
行
き
、
そ
れ
か
ら

バ
ス
で
札
幌
ま
で
行
き
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
で
は
、
札
幌
の
新

潟
県
人
会
と
の
交
流
会
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
、
釧
路
で
の
体
験

学
習
、
函
館
で
の
市
内
見
学
な
ど

で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
一
番
楽
し
く
て
大
変
だ
っ

た
の
が
、
二
十
五
日
の
札
幌
市
内

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
し
た
。

　
ぼ
く
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、
テ
レ
ビ

塔
、
ラ
ー
メ
ン
横
町
、
狸
小
路
で

す
。　

テ
レ
ビ
塔
の
展
望
台
か
ら
は
、

市
内
の
景
色
が
よ
く
見
え
ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
登
っ
て
い
く
と

き
、
ど
ん
ど
ん
家
が
小
さ
く
な
っ

て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ラ
ー
メ
ン
横
町
は
、
か
な
り
混

ん
で
い
て
、
卜
分
ぐ
ら
い
待
っ
て

い
ま
し
た
。
ぽ
く
の
す
ぐ
後
ろ
を

工
事
し
て
い
て
、
か
な
り
に
ぎ
や

か
で
し
た
。
工
事
の
せ
い
で
、
テ

レ
ビ
の
立
口
が
よ
く
聞
え
ま
せ
ん
で

し
た
，

　
狸
小
路
で
人
変
だ
っ
た
の
は
荷

物
で
し
た
。
人
き
な
袋
に
い
っ
ば

い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
研
修
に
参
加
し
て
、
多
く
の

友
達
を
作
り
、
多
く
の
体
験
を
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
週
間

体
験
し
た
こ
と
と
、
集
団
活
動
で

学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し
、
自
分
の

た
め
、
学
校
の
た
め
役
立
て
て
い

き
た
い
で
す
。

「
海
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
て

松
里
小
六
年
　
小
野
塚
瞳

　
夏
休
み
に
県
が
L
催
し
た
「
海

の
つ
ど
い
」
に
町
代
表
と
し
て
、

松
之
山
小
の
相
沢
和
喜
君
と
参
加

し
ま
し
た
。

　
八
月
二
卜
H
、
小
中
高
校
生
五

四
五
名
を
乗
せ
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
号

白老の熊牧場にて

は
昼
近
く
新
潟
港
を

出
港
し
、
日
本
海
を

滑
る
よ
う
に
北
上
し

て
二
十
一
日
の
朝
、

函
館
に
到
着
し
ま
し

た
。
さ
っ
そ
く
函
館

山
に
登
り
、
市
街
地

が
海
に
浮
ん
で
る
よ

う
な
函
館
市
を
眺
め

ま
し
た
。

　
二
十
二
日
は
室
蘭

市
見
学
、
白
老
の
銅

像
と
熊
牧
場
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
二

十
三
・
四
日
は
釧
路

市
見
学
。
県
人
会
の

方
々
の
夕
食
会
で
佐
渡
お
け
さ
を

見
せ
て
い
た
だ
き
、
バ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
各
地
の
説
明
、
タ
ノ
ウ
マ
ベ

イ
と
い
う
店
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
高
橋

良
治
さ
ん
か
ら
丹
頂
鶴
の
餌
付
け

の
話
を
聞
き
感
心
し
ま
し
た
。

　
二
十
瓦
日
は
札
幌
市
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
。
私
の
分
団
は
地
図

を
見
な
が
ら
ラ
ー
メ
ン
横
丁
↓
赤

レ
ン
ガ
↓
北
海
道
大
賜
．
r
↓
時
計
台

↓
テ
レ
ビ
塔
を
回
り
、
地
元
の
人

人
か
ら
町
の
様
ヂ
を
聞
き
ま
し
た
。

　
二
卜
六
日
最
後
の
H
は
、
船
の

中
で
「
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
」
。

私
た
ら
の
分
団
は
劇
「
北
海
道
の

桃
太
郎
」
を
や
り
ま
し
た
。
一
番

L
r
に
で
き
た
と
ほ
め
ら
れ
て
感

激
し
ま
し
た
．

　
こ
の
し
口
問
の
船
旅
で
、
私
は

杉
山
君
を
は
じ
め
ト
ニ
人
も
友
達

が
で
き
ま
し
た
。
ど
の
人
も
優
し

く
親
切
で
し
た
。
帰
っ
て
か
ら
五

人
の
人
か
ら
電
話
が
あ
り
、
八
人

の
友
達
か
ら
f
紙
が
来
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
行
事
に
参
加
で
き

た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

楽
し
い
思
い
川
を
大
切
に
し
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
譜

懲麟

驚幣‘1　殊

函館山から見た函館市内

夜景の美しさで有名な所です。

リ
ー
ダ
ー
研
修
「
海
の
つ
ど
い
」

松
之
山
中
二
年
　
志
賀
恵
美

　
今
年
の
夏
休
み
、
私
は
県
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
し
ま

し
た
。
新
潟
港
か
ら
北
海
道
東
海

岸
ま
で
の
船
の
旅
で
す
。
北
海
道

の
広
大
な
自
然
の
中
で
一
週
問
の

研
修
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
二

つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
↓
つ
は
札
幌
市
内
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
す
。
第
六
H
の
朝
か
ら

一
日
間
、
班
助
行
動
で
し
た
。
「
単

独
行
動
を
し
な
い
」
と
い
う
班
行

動
の
き
ま
り
を
約
束
し
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
か
け
ま
し
た
。

最
初
に
私
た
ち
は
ラ
ー
メ
ン
横
丁

に
行
き
、
食
事
を
と
り
ま
し
た
。

さ
す
が
に
札
幌
ラ
ー
メ
ン
の
本
場

だ
け
あ
っ
て
、
と
て
も
お
い
し
か

っ
た
で
す
。
次
に
狸
小
路
で
買
い

物
。
そ
し
て
、
有
名
な
時
計
台
の

鐘
の
音
を
聞
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
四
時
に
時
計
台
の
下
に
行
き
、

き
れ
い
な
鐘
の
音
を
聞
き
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
私

は
副
班
長
と
し
て
も
き
ち
ん
と
責

任
が
果
た
せ
た
の
で
、
満
足
し
て

ン
　
　
　
　
　
　
の

し
ま
づ

　
も
う
一
つ
は
、
さ
よ
な
ら
パ
ー

テ
ィ
で
す
。
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
っ
た
の
で
、
立
派
な
劇

を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
第
七

日
の
行
事
で
す
。

　
私
は
、
こ
の
研
修
に
参
加
し
て

多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。
協
力

や
連
帯
の
大
切
な
事
を
知
り
、
友

情
を
高
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

　
北
海
道
は
誰
も
が
一
度
は
旅
し

た
い
と
思
う
、
あ
こ
が
れ
の
土
地

で
し
ょ
う
。
私
は
こ
の
夏
、
人
に

は
学
べ
な
い
も
の
を
学
べ
た
と
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
＼

ぎ
4ゐ

知
っ
て
お
き
た
い

検
察
審
査
会

検
察
審
査
員
に
選
ば

れ
た
ら
ご
協
力
を
！

　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
被
害
に
，

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
よ

う
な
人
の
た
め
に
、
検
塞
、
官
の
処

分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審

査
す
る
機
関
と
し
て
「
検
察
審
査

会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
ト
一
人
の
審

査
員
が
こ
の
審
査
を
し
ま
す
。
審

査
員
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る

皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選

ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き

に
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
こ
の

仕
事
に
ご
協
ガ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
。
こ
と
は
、
高
田

検
察
審
査
会
事
務
局
（
新
潟
地
方

裁
判
所
高
田
支
部
内
）
智
〇
二
五

五
（
二
四
）
五
］
六
〇
に
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑦



ー
F
o
o
の
ー

⑥

新潟県ジュニアリーダー研修会

松之山から3名が参加
”
丁

北海道一周洋上の旅
夢

　
県
で
は
毎
年
夏
休
み
等
を
利
川

し
て
、
県
内
に
住
む
小
学
校
六
年

生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し

た
”
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
”

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
八
月
二
〇
H
～
二
卜

六
H
ま
で
の
間
、
北
海
道
一
周
の

洋
上
集
団
宿
泊
研
修
と
い
う
形
で

実
施
さ
れ
、
松
之
山
か
ら
三
名
が

こ
の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
県

全
体
で
は
κ
四
κ
名
が
参
加
し
、

船
の
L
で
集
団
生
活
を
し
な
が
ら

北
海
道
各
地
を
訪
れ
、
交
流
を
深

め
て
来
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
の
研
修
に
参
加
し
た

．
二
名
よ
り
感
想
を
書
い
て
も
ら
い

ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

「
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て
」

松
之
山
小
六
年
　
相
沢
和
喜

　
ぽ
く
は
、
八
月
二
十
H
か
ら
二

十
六
口
ま
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
行
き
帰
り
は
、
新
潟
港
か
ら
苫

小
牧
ま
で
船
で
行
き
、
そ
れ
か
ら

バ
ス
で
札
幌
ま
で
行
き
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
で
は
、
札
幌
の
新

潟
県
人
会
と
の
交
流
会
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
、
釧
路
で
の
体
験

学
習
、
函
館
で
の
市
内
見
学
な
ど

で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
一
番
楽
し
く
て
大
変
だ
っ

た
の
が
、
二
十
五
日
の
札
幌
市
内

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
し
た
。

　
ぼ
く
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、
テ
レ
ビ

塔
、
ラ
ー
メ
ン
横
町
、
狸
小
路
で

す
。　

テ
レ
ビ
塔
の
展
望
台
か
ら
は
、

市
内
の
景
色
が
よ
く
見
え
ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
登
っ
て
い
く
と

き
、
ど
ん
ど
ん
家
が
小
さ
く
な
っ

て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ラ
ー
メ
ン
横
町
は
、
か
な
り
混

ん
で
い
て
、
卜
分
ぐ
ら
い
待
っ
て

い
ま
し
た
。
ぽ
く
の
す
ぐ
後
ろ
を

工
事
し
て
い
て
、
か
な
り
に
ぎ
や

か
で
し
た
。
工
事
の
せ
い
で
、
テ

レ
ビ
の
立
口
が
よ
く
聞
え
ま
せ
ん
で

し
た
，

　
狸
小
路
で
人
変
だ
っ
た
の
は
荷

物
で
し
た
。
人
き
な
袋
に
い
っ
ば

い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
研
修
に
参
加
し
て
、
多
く
の

友
達
を
作
り
、
多
く
の
体
験
を
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
週
間

体
験
し
た
こ
と
と
、
集
団
活
動
で

学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し
、
自
分
の

た
め
、
学
校
の
た
め
役
立
て
て
い

き
た
い
で
す
。

「
海
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
て

松
里
小
六
年
　
小
野
塚
瞳

　
夏
休
み
に
県
が
L
催
し
た
「
海

の
つ
ど
い
」
に
町
代
表
と
し
て
、

松
之
山
小
の
相
沢
和
喜
君
と
参
加

し
ま
し
た
。

　
八
月
二
卜
H
、
小
中
高
校
生
五

四
五
名
を
乗
せ
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
号

白老の熊牧場にて

は
昼
近
く
新
潟
港
を

出
港
し
、
日
本
海
を

滑
る
よ
う
に
北
上
し

て
二
十
一
日
の
朝
、

函
館
に
到
着
し
ま
し

た
。
さ
っ
そ
く
函
館

山
に
登
り
、
市
街
地

が
海
に
浮
ん
で
る
よ

う
な
函
館
市
を
眺
め

ま
し
た
。

　
二
十
二
日
は
室
蘭

市
見
学
、
白
老
の
銅

像
と
熊
牧
場
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
二

十
三
・
四
日
は
釧
路

市
見
学
。
県
人
会
の

方
々
の
夕
食
会
で
佐
渡
お
け
さ
を

見
せ
て
い
た
だ
き
、
バ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
各
地
の
説
明
、
タ
ノ
ウ
マ
ベ

イ
と
い
う
店
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
高
橋

良
治
さ
ん
か
ら
丹
頂
鶴
の
餌
付
け

の
話
を
聞
き
感
心
し
ま
し
た
。

　
二
十
瓦
日
は
札
幌
市
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
。
私
の
分
団
は
地
図

を
見
な
が
ら
ラ
ー
メ
ン
横
丁
↓
赤

レ
ン
ガ
↓
北
海
道
大
賜
．
r
↓
時
計
台

↓
テ
レ
ビ
塔
を
回
り
、
地
元
の
人

人
か
ら
町
の
様
ヂ
を
聞
き
ま
し
た
。

　
二
卜
六
日
最
後
の
H
は
、
船
の

中
で
「
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
」
。

私
た
ら
の
分
団
は
劇
「
北
海
道
の

桃
太
郎
」
を
や
り
ま
し
た
。
一
番

L
r
に
で
き
た
と
ほ
め
ら
れ
て
感

激
し
ま
し
た
．

　
こ
の
し
口
問
の
船
旅
で
、
私
は

杉
山
君
を
は
じ
め
ト
ニ
人
も
友
達

が
で
き
ま
し
た
。
ど
の
人
も
優
し

く
親
切
で
し
た
。
帰
っ
て
か
ら
五

人
の
人
か
ら
電
話
が
あ
り
、
八
人

の
友
達
か
ら
f
紙
が
来
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
行
事
に
参
加
で
き

た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

楽
し
い
思
い
川
を
大
切
に
し
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
譜

懲麟

驚幣‘1　殊

函館山から見た函館市内

夜景の美しさで有名な所です。

リ
ー
ダ
ー
研
修
「
海
の
つ
ど
い
」

松
之
山
中
二
年
　
志
賀
恵
美

　
今
年
の
夏
休
み
、
私
は
県
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
し
ま

し
た
。
新
潟
港
か
ら
北
海
道
東
海

岸
ま
で
の
船
の
旅
で
す
。
北
海
道

の
広
大
な
自
然
の
中
で
一
週
問
の

研
修
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
二

つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
↓
つ
は
札
幌
市
内
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
す
。
第
六
H
の
朝
か
ら

一
日
間
、
班
助
行
動
で
し
た
。
「
単

独
行
動
を
し
な
い
」
と
い
う
班
行

動
の
き
ま
り
を
約
束
し
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
か
け
ま
し
た
。

最
初
に
私
た
ち
は
ラ
ー
メ
ン
横
丁

に
行
き
、
食
事
を
と
り
ま
し
た
。

さ
す
が
に
札
幌
ラ
ー
メ
ン
の
本
場

だ
け
あ
っ
て
、
と
て
も
お
い
し
か

っ
た
で
す
。
次
に
狸
小
路
で
買
い

物
。
そ
し
て
、
有
名
な
時
計
台
の

鐘
の
音
を
聞
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
四
時
に
時
計
台
の
下
に
行
き
、

き
れ
い
な
鐘
の
音
を
聞
き
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
私

は
副
班
長
と
し
て
も
き
ち
ん
と
責

任
が
果
た
せ
た
の
で
、
満
足
し
て

ン
　
　
　
　
　
　
の

し
ま
づ

　
も
う
一
つ
は
、
さ
よ
な
ら
パ
ー

テ
ィ
で
す
。
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
っ
た
の
で
、
立
派
な
劇

を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
第
七

日
の
行
事
で
す
。

　
私
は
、
こ
の
研
修
に
参
加
し
て

多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。
協
力

や
連
帯
の
大
切
な
事
を
知
り
、
友

情
を
高
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

　
北
海
道
は
誰
も
が
一
度
は
旅
し

た
い
と
思
う
、
あ
こ
が
れ
の
土
地

で
し
ょ
う
。
私
は
こ
の
夏
、
人
に

は
学
べ
な
い
も
の
を
学
べ
た
と
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
＼

ぎ
4ゐ

知
っ
て
お
き
た
い

検
察
審
査
会

検
察
審
査
員
に
選
ば

れ
た
ら
ご
協
力
を
！

　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
被
害
に
，

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
よ

う
な
人
の
た
め
に
、
検
塞
、
官
の
処

分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審

査
す
る
機
関
と
し
て
「
検
察
審
査

会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
ト
一
人
の
審

査
員
が
こ
の
審
査
を
し
ま
す
。
審

査
員
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る

皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選

ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き

に
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
こ
の

仕
事
に
ご
協
ガ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
。
こ
と
は
、
高
田

検
察
審
査
会
事
務
局
（
新
潟
地
方

裁
判
所
高
田
支
部
内
）
智
〇
二
五

五
（
二
四
）
五
］
六
〇
に
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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かわいい保育園児のアンパンマンおみこし、暑くて大変でした

今
年
の
米
は
ど
う
か
な
？
新
米
の
初
・
、
・
査
実
施

　
九
目

十
㏄
臼
　
く
ラ
年
初
め
ζ

の
供
出
米
箸
級
検
直
が
松
之
幽
と

浦
田
ご
実
、
施
さ
れ
沫
し
た
。

　
昨
鐸
よ
り
約

週
間

早
い
ご
の

目
の
検
命
に
は
、
松
2
山
地
区
で

『

、
八
三
七
袋
（
一
袋
＝
O
㎏
）
、

浦
田
で

皿
、
五
〇
〇
袋
が
供
出
さ

れ
、
浦
川
原
に
あ
る
食
輝
唱
務
所

の
検
歯
〕
輿
に
よ
つ
（
廠
し
く
検
査

さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
由
地
区
の
新
由
検
倉
場
で

は
．
検
査
開
始
の
前
に
幽
山
序
萸
司

紺
合
艮
が
あ
．
い
さ
り

業
の
安
全
と
品
雛
向
f
を
願
い
k

し
た
。

　
検
禽
は
・
、

式
で

実
施
さ
れ
、

躍
化
の

つ

フ
ト
に
よ
る
配
槙
み
が
、

ら
い
取
り
入
れ
b
れ
ま
し
た
。

　
品
貨
の
方
は
＼

候
の
せ
い
ぐ
胴
割
れ
米
な
ど
が
目

白
ち
、
あ
ま
り
陶
い
と
は

い
よ
う
で
◎
．

窒
、
嵐
、
鋼

9月21日、2637袋の検査が行われた

新山の検査場

2
女
性
み
こ
し
も
登
場
し
た
松
之
山
部
落
の
秋
ま
つ
り

o

［
㎜
、
瀦

　
雨
に
た
た
ら
れ
た
昨
年
の
秋
ま

つ
り
と
違
い
、
今
年
の
松
2
山
秋

ま
っ
り

は
蓄
い
陽
差
し
が
照
り
伺

け
る
中
、
威
勢
の
良
い
み
こ
し
行

側
で
幕
を
闘
け
ま
し
た
。

　
九
月
㎜
臼
．
一
日
の
土
自
］
は
、

町
内
ほ
と
ん
ど
の
部
落
で
．
秋
ま
）

り
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
が
．
松

之
山
部
落
で
も
好
天
に
恵
ま
れ
、

み
こ
し
行
列
・
花
火
大
会
・
、
演
芸

大
会
と
予
定
ど
お
り
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
㎜
臼
の
午
後
、
月
ら
上
げ
花
火

を
く

ロ
図
に
、
保
禽
園
児
か
ら
大
人

ま
で
の
お
み
．
」
し
が
役
場
前
を
出

発
、
商
店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た

が
、
今
年
＼
大
人
の
み
．
篇
し
に
若

い
蔓
椙
が
十
人
加
わ
り
大
変
注
目

を
集
め
ま
し
た
。
今
、
各
地
の
祭

り
で
女
帽
だ
け
の
み
こ
し
が
増
え

（

￥
ち
ょ
っ
と
し
た
フ
ー
ム
に
な

ジ
て
い
る
と
か
！
　
そ
ろ
い
の
ハ

ッ
ビ
も
ビ
ッ
9
リ
き
ま
り
、
大
変

カ
ッ
〕
－
艮
、
か
っ
た
で
司
。
来
年
か

、
b
掴
ぎ
、
｝
の
触
募
が
殺
到
す
る
の

で

は
と

思
わ
れ
ま
弓
。

「セイヤ　セイヤ」のかけ声も勇ましい

おみこし、カッコイイぞ！

体育副会長より優秀指導者’、功績者に表彰状が

3
松
之
山
町
体
育
協
会
設
立
十
周
年
を
祝
う
！

　
昭
和
五
十
五
年
し
月
、
松
之
山

町
体
育
協
会
が
設
立
さ
れ
て
今
年

で
ち
ょ
う
ど
十
年
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
町
民
グ
ラ
ン
ド

竣
工
と
併
せ
た
形
で
、
九
月
五
日

に
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
￥
優
秀
指
導
者
及
び

功
績
者
の
表
彰
、
名
誉
会
員
の
万

万
に
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、

十
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
特
別
賛
助
会
員
と
し
て
十
年
連

続
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
万

こ
ま
、
町
民
体
喬
大
会
の
写
貢
を

峯　　謹撰
＝　　　鞍議　　　籔黎
表からお弁当を受け取る

ア
レ
ン
ジ
し
た
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー

ド
が
、
記
念
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し

た
。　

体
協
の
組
織
は
現
在
、
「
般
町

民
の
皆
さ
ん
の
上
に
六
つ
の
地
区

体
協
が
あ
り
、
ま
た
町
婦
人
く
云
・

ス
キ
ー
協
会
と
い
っ
た
十
皿
の
曹

門
部
が
あ
り
ま
す
。

　
体
力
つ
く
り
寳
、
呂
町
で
も
あ
り

ま
す
の
で
．
高
齢
化
に
負
け
な
い

元
気
な
町
・
人
で
あ
っ
て
ぱ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
十
周
年
を
記
念
し
て
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
万
々
を
紹
介
し
ま
弓
。

▽
功
績
者
表
彰

▽
優
秀
指
導
者
表
彰

4・

臓
轟
鍵
ン
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
フ
水

人
暮
し
老
人
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

お
弁
当
の
ブ
レ
ゼ
ン
ト

　
敬
老
の
日
を
明
日
に
控
え
た
九

月
十
四
日
、
町
内
の
六
十
五
歳
以

上
で
　
人
暮
し
を
さ
れ
て
い
る
万

た
ち
に
、
ラ
イ
オ
ン
ス
ク
ラ
フ
よ

り
お
冒
の
お
井
当
が
フ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
￥
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
ら

れ
た
の
は
、
町
内
五
十
四
名
の
万

万
で
、
お
賢
近
く
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
代
表
や
ヘ
ル
バ
ー
さ
ん
、

福
祉
係
に
よ
っ
て
　
軒
一
軒
属
け

ら
れ
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
は
思
い
が
け
な
い
フ
レ
ゼ
ン
ト

に
大
喜
び
、
「
早
速
い
た
だ
き
ま
す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
臼
頃
お
年
寄
り
の
家
莚

を
訪
問
し
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る

ヘ
ル
バ
ー
の
比
白
さ
ん
に
も
、
ラ
イ

オ
ン
ス
ク
ラ
フ
か
ら
エ
フ
日
ン
が

プ
レ
ゼ
ン
ド
さ
れ
ま
し
た
。
2
プ

フ
員
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
こ
ざ

い
ま
し
た
。

さんたちにはエプロンをプレゼント

　　　　　（代表　小堺真一さん）

ヘノレ／｛
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今
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ど
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な
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新
米
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初
・
、
・
査
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松
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『
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＝
O
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五
〇
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供
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さ
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輝
唱
務
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検
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〕
輿
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よ
つ
（
廠
し
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検
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し
た
。
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検
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司
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．
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k
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。
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⑪

待
望
の
町
民
グ
ラ
ン
ド
・
照
明
施
設
が
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
大
に
竣
工
式
を
挙
行

」
ゼ
凄

攣
撃
繊

長の手によって照明のスイッチが

数
年
来
に
渡
り
r
事
を
進
め
て

来
ま
し
た
町
民
グ
ラ
ン
ド
が
　
又

り
付
け
道
路
及
び
駐
車
場
な
ど
一

部
付
帯
r
事
を
除
い
て
完
成
し
、

照
明
施
設
と
と
も
に
九
月
症
H
夕

方
、
関
係
者
多
数
が
出
席
し
て
竣

r
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
町
民
グ
ラ
ン
ド
は
多
目
的

利
川
が
出
来
る
よ
う
に
造
・
・
オ

［

一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ッ

ク
及
び
照
明
付
き
の
野
球
場
と
し

て
使
え
る
ほ
カ
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
と
一
周
四
一
．
ニ
メ
ー
ト
ル
の
ジ

ョ
ギ
ン
グ
走
路
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
松
之
山
で
初
め
て
の
グ
ラ
ン
ド

照
男
よ
、
二
二
灯
の
電
球
が
つ
い

た
照
明
塔
が
四
基
備
え
ら
れ
、
大

変
男
る
く
ナ
イ
タ
ー
な
ど
が
楽
し

め
ま
す
。

　
式
典
は
小
雨
の
降
る
夕
方
五
時

半
よ
り
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
神

官
に
よ
る
安
全
祈
願
が
お
ご
そ
か

に
行
わ
れ
た
後
、
体
育
協
会
設
立

卜
周
年
記
今
心
式
典
が
、
さ
ら
に
グ

ラ
ン
ド
・
照
明
施
設
の
竣
工
式
と

町
入

照明のスイッチが入れられ闇の中からグランドの

全貌が除々に映し出される

グランド照明塔の完成を祝って

鏡割りが行われました

属
「
鰹
縷
皿
謎
遷
ギ

連
続
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

雨
模
様
だ
っ
た
た
め
日
の
暮
れ

る
の
が
早
く
、
町
長
に
よ
る
照
明

点
灯
が
予
定
よ
り
前
に
行
わ
れ
る

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

心
配
さ
れ
た
雨
も
そ
う
強
く
な
ら

ず
無
事
式
典
が
終
f
し
圭
し
た
。

　
式
典
終
ゴ
後
、
秋
の
ナ
イ
タ
ー

リ
ー
グ
が
開
幕
、
眩
し
い
く
ら
い

の
照
明
の
ト
、
農
協
チ
ー
ム
対
N

B
C
チ
ー
ム
の
試
合
が
、
久
保
田

総
務
課
長
の
始
球
式
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
H
は
二
試

山町長が玉串を奉げて安全な利用を原

合
行
わ
れ
、
終
『
は
午
後
十
時
と

人
変
遅
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
野
球
好
き
に
と
っ
て
は
待

望
の
ナ
イ
タ
ー
施
設
が
出
来
た
喜

び
の
方
が
大
き
く
、
少
し
く
ら
い

遅
く
な
っ
て
も
苦
に
な
ら
な
い
様

ヂ
で
す
。

今
後
、
県
道
か
ら
の
取
付
道
路

備
さ
れ
れ
ば
郡
内
に
な
い
立
派
な

グ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
自
慢
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
大
い
に
利
川
し
ま

し
ょ
う
。

式典終了後、早速秋のナイターリーグが開幕第

試合は農協対N　B　Cチーム

各地区体協の特別賛助会員も

表彰されました
“カキーン、ナイターに慣れないためのエラーが

続出．特にフライは取りずらい！
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係
者
多
数
が
出
席
し
て
竣

r
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
町
民
グ
ラ
ン
ド
は
多
目
的

利
川
が
出
来
る
よ
う
に
造
・
・
オ

［

一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ッ

ク
及
び
照
明
付
き
の
野
球
場
と
し

て
使
え
る
ほ
カ
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
と
一
周
四
一
．
ニ
メ
ー
ト
ル
の
ジ

ョ
ギ
ン
グ
走
路
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
松
之
山
で
初
め
て
の
グ
ラ
ン
ド

照
男
よ
、
二
二
灯
の
電
球
が
つ
い

た
照
明
塔
が
四
基
備
え
ら
れ
、
大

変
男
る
く
ナ
イ
タ
ー
な
ど
が
楽
し

め
ま
す
。

　
式
典
は
小
雨
の
降
る
夕
方
五
時

半
よ
り
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
神

官
に
よ
る
安
全
祈
願
が
お
ご
そ
か

に
行
わ
れ
た
後
、
体
育
協
会
設
立

卜
周
年
記
今
心
式
典
が
、
さ
ら
に
グ

ラ
ン
ド
・
照
明
施
設
の
竣
工
式
と

町
入

照明のスイッチが入れられ闇の中からグランドの

全貌が除々に映し出される

グランド照明塔の完成を祝って

鏡割りが行われました

属
「
鰹
縷
皿
謎
遷
ギ

連
続
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

雨
模
様
だ
っ
た
た
め
日
の
暮
れ

る
の
が
早
く
、
町
長
に
よ
る
照
明

点
灯
が
予
定
よ
り
前
に
行
わ
れ
る

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

心
配
さ
れ
た
雨
も
そ
う
強
く
な
ら

ず
無
事
式
典
が
終
f
し
圭
し
た
。

　
式
典
終
ゴ
後
、
秋
の
ナ
イ
タ
ー

リ
ー
グ
が
開
幕
、
眩
し
い
く
ら
い

の
照
明
の
ト
、
農
協
チ
ー
ム
対
N

B
C
チ
ー
ム
の
試
合
が
、
久
保
田

総
務
課
長
の
始
球
式
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
H
は
二
試

山町長が玉串を奉げて安全な利用を原

合
行
わ
れ
、
終
『
は
午
後
十
時
と

人
変
遅
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
野
球
好
き
に
と
っ
て
は
待

望
の
ナ
イ
タ
ー
施
設
が
出
来
た
喜

び
の
方
が
大
き
く
、
少
し
く
ら
い

遅
く
な
っ
て
も
苦
に
な
ら
な
い
様

ヂ
で
す
。

今
後
、
県
道
か
ら
の
取
付
道
路

備
さ
れ
れ
ば
郡
内
に
な
い
立
派
な

グ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
自
慢
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
大
い
に
利
川
し
ま

し
ょ
う
。

式典終了後、早速秋のナイターリーグが開幕第

試合は農協対N　B　Cチーム

各地区体協の特別賛助会員も

表彰されました
“カキーン、ナイターに慣れないためのエラーが

続出．特にフライは取りずらい！

O
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町
の
農
業
祭
に
協
力
を
！

　
い
よ
い
よ
農
業
祭
が
近
づ
き
ま

し
た
。

　
毎
年
、
町
婦
人
会
で
は
．
．
H
が

か
り
の
試
食
づ
く
り
、
f
打
そ
ば
・

コ
シ
ヒ
カ
リ
お
に
ぎ
り
・
も
ち
。

そ
れ
か
ら
我
が
家
の
自
慢
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
。
祭
り
に
は
か
か
せ
な
，

い
お
腹
の
味
方
・
食
と
味
の
役
割

を
果
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
中
に
は
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
は
止
め
て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ

り
表
す
。
し
か
し
、
農
業
祭
に
集

ま
る
人
気
の
的
は
、
料
理
コ
ー
ナ

ー
の
試
食
に
も
あ
る
よ
う
で
す
。

人
変
で
し
k
う
が
、
頑
張
っ
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
お
ふ
く
ろ
料
理
、
濱
物
、
若
い

人
の
お
や
つ
、
変
り
オ
ニ
ギ
ワ
な

ど
簡
単
な
も
の
で
、
部
落
一
、
』

品
ご
協
力
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で

農
業
祭
を
成
功
さ
せ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

ノ

毎年人気の的

「我が家の自慢料理コンクール」

料
理
教
室
の

お
知
ら
せ

　
収
穫
作
業
も
後
半
に
人
り
ま
し

た
。
料
理
教
室
を
の
ぞ
き
ま
せ
ん

か
。

　
卜
・
月
十
八
日
（
木
）
夜
八
時
、

町
公
民
館
調
理
室
で
、
長
沢
忠
雄

さ
ん
を
講
師
に
、
の
り
巻
す
し
・

茶
わ
ん
む
し
・
吸
物
を
勉
強
し
ま

す
。
隣
の
お
奥
さ
ん
を
誘
っ
て
是

非
ど
う
ぞ
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
室

　
好
評
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス

教
室
が
益
々
充
実
し
て
い
ま
す
。

降
露
期
ま
で
続
け
て
や
っ
て
い
こ

う
と
話
し
合
い
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。

　
人
生
八

O
年
時
代
、
若
々
し
い

体
を
持
ち
続
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

婦
人
会
に
加
入
し
て
い
な
く
と
も

健
康
づ
く
り
に
ど
な
た
で
も
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
教
室
は

毎
週
月
曜
H
夜
八
時
よ
り
、
町
公

民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

牛乳パック多島．㊤

もうすぐ1トン！

　
牛
乳
パ
ッ
ク
も
皆
さ
ん
の
ご
協

力
で
、
も
う
す
ぐ
目
標
の
｝
ト
ン

の
出
荷
量
に
達
し
そ
う
で
す
。

　
県
消
費
者
協
会
の
呼
び
か
け
で

大
手
ス
；
パ
ー
で
も
回
収
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
経
済
大
国
、
日
本
の
今
日
の
資

源
浪
費
は
環
境
を
汚
染
し
、
地
球

の
将
来
を
も
危
く
し
て
い
ま
す
。

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
の
回
収
量
は
、
一
七
三
・

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

ま
た
協
力

し
て
ね
。

婦
人
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
終
る

　
春
か
ら
全
体
会
、
地
区
別
と
行

わ
れ
て
き
た
県
の
婦
人
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
が
、
こ
の
ほ
ど
終
了
し
ま

し
た
。

　
後
期
の
全
体
会
は
巻
町
の
青
少

年
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
九

月
十
一
日
・
十
二
H
の
二
口
間
に

わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
松
之
山
か

ら
参
加
し
た
二
名
は
無
事
修
了
書

を
も
ら
っ
て
来
る
こ
と
が
出
来
ま

七
た
。

　
今
回
の
主
な
研
修
内
容
は
、
「
調

査
票
の
作
成
」
に
あ
っ
た
の
で
、

我
町
の
婦
人
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
に

は
少
々
方
向
違
い
と
い
う
所
も
あ

り
ま
し
た
が
、
県
内
各
地
の
婦
人

と
の
交
流
も
で
き
、
そ
れ
な
り
の

研
修
成
果
が
あ
っ
た
と
い
う
の
が

二
人
の
感
想
で
し
た
。

新井市吹奏楽団を招いて　　月
　ロロ　ショイントコンサート開催
♪・♪萌4日町民体育館松之山中吹奏楽音5

　
松
之
山
中
潜
．
r
校
吹
奏
学
部
の
皆

さ
ん
は
、
毎
年
秋
に
白
L
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
い
て
、
　
一
般
の
方
た
ち

に
聞
い
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
新
井
市
の
吹
奏
楽
団

の
皆
さ
ん
を
招
い
て
、
ジ
ョ
イ
ン

ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
事
に

な
り
、
一
生
懸
命
練
習
を
亜
ね
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

心
眉
響
濯
甲
、
　
、
　
』
「
　
甜
闘
5
F
苛
　
「
　
　
揮

・矯

識

新
　
鏑
働

憩蜘
複
吏
ぬ
轍
ふ

　
　
コ

聰

f
篤　

9

4
　
妻
そ
…

・
醗
，

ト
一
月
四
日
の
午
後
一
時
三
〇
分

よ
り
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る

♪
定
で
す
。

　
卜
越
地
区
中
学
校
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
金
賞
に
輝
き
、
県
大
会

に
出
場
し
た
松
之
山
中
学
の
吹
奏

楽
部
の
演
奏
を
、
じ
っ
く
り
お
用

き
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

松之山部落の秋まつりで演奏する松之山中学校の

吹奏楽部の皆さん

圏　　
　
短
歌

す
す
き
野
に
銀
の
雨
ふ
る
し
ゅ
く
し
ゅ
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
淋
し
か
ら
づ
や
タ
暮
れ
の
道

少
年
が
叩
い
て
廻
す
地
球
儀
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
し
ヤ
ド
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
の
種
の
つ
き
ぬ
今
昔

稲
を
刈
る
腰
に
藁
束
く
ぐ
り
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
応
へ
お
も
き
こ
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

そ
れ
ぞ
れ
の
旅
で
求
め
し
風
鈴
の

　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
出
の
音
は
聞
え
て
楽
し

　
　
　
　
あ

戸
障
子
を
開
け
っ
ぱ
な
せ
ば
風
鈴
の

　
　
　
　
　
　
　
　
短
冊
し
げ
く
ま
わ
り
て
涼
し

並
ひ
た
る
風
鈴
三
っ
つ
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
音
色
は
き
そ
う
如
く
し
て
鳴
る

　
　
俳
句
　
松
ロ
保
坂
武
雄
（
、
二
枚
里

深
山
田
の
豊
作
た
し
か
秋
暑
し

台
風
の
過
ぎ
て
無
事
な
る
稲
架
仰
ぐ

暑
さ
ま
だ
お
と
ろ
え
ざ
る
に
空
は
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
内
名
　
村
山
休
石
（
隣
）

み
ぞ
そ
ば
の
咲
く
も
倒
る
も
群
れ
て
あ
り

溝
蕎
麦
の
沼
に
そ
よ
風
通
り
ぬ
け

ひ
と
と
き
の
憩
い
の
場
所
や
溝
蕎
麦
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
　
詰
　
村
山
聖
水

（
新
屋
）

賜｝．’品　㌦、

鷹
、

難

畳
海
睦

●
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ま
す
。

　
今
年
は
、
新
井
市
の
吹
奏
楽
団

の
皆
さ
ん
を
招
い
て
、
ジ
ョ
イ
ン

ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
事
に

な
り
、
一
生
懸
命
練
習
を
亜
ね
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

心
眉
響
濯
甲
、
　
、
　
』
「
　
甜
闘
5
F
苛
　
「
　
　
揮

・矯

識

新
　
鏑
働

憩蜘
複
吏
ぬ
轍
ふ

　
　
コ

聰

f
篤　

9

4
　
妻
そ
…

・
醗
，

ト
一
月
四
日
の
午
後
一
時
三
〇
分

よ
り
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る

♪
定
で
す
。

　
卜
越
地
区
中
学
校
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
金
賞
に
輝
き
、
県
大
会

に
出
場
し
た
松
之
山
中
学
の
吹
奏

楽
部
の
演
奏
を
、
じ
っ
く
り
お
用

き
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

松之山部落の秋まつりで演奏する松之山中学校の

吹奏楽部の皆さん

圏　　
　
短
歌

す
す
き
野
に
銀
の
雨
ふ
る
し
ゅ
く
し
ゅ
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
淋
し
か
ら
づ
や
タ
暮
れ
の
道

少
年
が
叩
い
て
廻
す
地
球
儀
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
し
ヤ
ド
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
の
種
の
つ
き
ぬ
今
昔

稲
を
刈
る
腰
に
藁
束
く
ぐ
り
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
応
へ
お
も
き
こ
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

そ
れ
ぞ
れ
の
旅
で
求
め
し
風
鈴
の

　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
出
の
音
は
聞
え
て
楽
し

　
　
　
　
あ

戸
障
子
を
開
け
っ
ぱ
な
せ
ば
風
鈴
の

　
　
　
　
　
　
　
　
短
冊
し
げ
く
ま
わ
り
て
涼
し

並
ひ
た
る
風
鈴
三
っ
つ
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
音
色
は
き
そ
う
如
く
し
て
鳴
る

　
　
俳
句
　
松
ロ
保
坂
武
雄
（
、
二
枚
里

深
山
田
の
豊
作
た
し
か
秋
暑
し

台
風
の
過
ぎ
て
無
事
な
る
稲
架
仰
ぐ

暑
さ
ま
だ
お
と
ろ
え
ざ
る
に
空
は
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
内
名
　
村
山
休
石
（
隣
）

み
ぞ
そ
ば
の
咲
く
も
倒
る
も
群
れ
て
あ
り

溝
蕎
麦
の
沼
に
そ
よ
風
通
り
ぬ
け

ひ
と
と
き
の
憩
い
の
場
所
や
溝
蕎
麦
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
　
詰
　
村
山
聖
水

（
新
屋
）

賜｝．’品　㌦、

鷹
、

難

畳
海
睦

●
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松
之
山
町
史
編
さ
ん
の
た
め
近

世
資
料
を
収
集
し
た
中
で
、
村
山

家
文
書
に
当
用
水
堀
計
画
と
そ
の

施
工
を
請
負
業
者
に
委
託
し
、
王

事
に
着
工
き
れ
た
古
文
書
が
残
さ

れ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
伊
之
助

用
水
（
仮
称
）
と
し
て
紹
介
し
た
、

い
。

　
近
世
の
新
田
開
発
が
進
む
に
つ

れ
、
用
水
不
足
は
次
第
に
問
題
に

な
っ
て
き
た
。
特
に
越
道
川
水
系

の
水
不
足
は
深
刻
で
、
こ
れ
を
打

開
す
る
た
め
比
較
的
豊
富
な
水
最

を
持
つ
渋
海
川
上
流
よ
り
取
水
す

る
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
中

心
と
な
っ
た
浦
田
口
村
伊
之
助
は
、

地
権
者
及
び
そ
の
村
々
の
関
係
者

に
了
解
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、

中
立
山
村
・
北
浦
川
村
・
西
浦
田

村
・
東
浦
田
村
の
村
役
人
連
名
で

「
…
…
略
…
…
拙
者
共
村
々
右
川

水
江
筋
共
二
相
障
リ
申
儀
無
御
座

候
、
為
一
札
価
而
如
件
、
元
文
四

年
未
十
月
」
と
あ
り
地
元
の
承
諾

を
得
た
極
証
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
川
水
路
掘
削
．
計
画
は
、
白
倉
川

（
現
在
の
渋
海
川
本
流
）
、
中
川
、

亀
石
川
の
合
流
点
よ
り
取
水
し
、

渋
海
川
右
岸
の
段
、
匡
ヒ
で
、
標
高

約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
h

に
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。
途
中
湯

之
島
∴
新
田
集
落
の
山
間
部
か
ら

は
、
複
雑
な
地
形
を
ぬ
っ
て
修
業

者
を
通
り
終
点
の
雨
池
ま
で
の
間
、

約
ト
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
用
水
を

計
画
し
た
。
　
（
伊
之
助
川
水
の
計

画
水
路
と
遺
構
図
参
照
）

　
こ
の
工
事
は
、
妻
有
仙
田
組
高

倉
村
久
七
が
請
負
い
、
請
負
人
久

七
よ
り
村
山
伊
之
助
宛
に
出
さ
れ

た
証
文
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
江
筋
請
負
宛
証
文
之
事

一
、
中
立
山
村
懸
ケ
ロ
ヨ
リ
兎
口

　
　
　
　
白
倉
川

　
林
之
根
辿
中
川
三
川
ヲ
懸
申
候

　
　
　
　
亀
．
石
川

　
　
　
る
　
　
ヤ
く

江
通
泌
鰍
　
汐
測

　
　
　
　
　
　
　
一
尺
．
五
寸

　
但
馬
踏
ハ
山
、
右
十
．
共
二
六
尺
二
定

巾
候
引
懸
ケ
候
、
土
ヲ
．
ト
ヘ
不
残

引
落
無
土
斗
之
所
六
尺
二
仕
申
究

に
候

　
比
掘
賃
銭
百
弐
拾
貫
文

　
　
　
米
六
拾
俵
但
四
斗
二
升
入

　
　
　
　
　
　
し
ら
い
ニ
し
ら
ノ
か
た

　
　
　
外
露
之
貰
栴
方
ハ
御
手

　
　
　
前
ニ
テ
被
成
候
筈
二
｛
疋

　
　
　
申
候
味
噌
塩
其
］
兀
様
ヨ

　
　
　
リ
被
下
候
筈
二
究
申
候

右
之
通
拙
者
請
取
請
二
相
定
、
槌

二
請
負
申
所
実
正
二
御
座
候

　
近
日
雪
消
次
第
二
槌
成
堀
子
共

拾
人
余
、
毒
有
方
ヨ
リ
連
参
、
普

請
相
勤
、
九
月
中
二
定
之
通
成
就

仕
、
水
引
渡
シ
可
申
候
。
若
堀
子

不
足
二
御
座
候
ハ
ハ
人
足
何
人
モ

相
雇
九
月
中
ニ
ハ
是
非
普
請
成
就

可
仕
候
。
賃
金
之
儀
ハ
七
月
中
辿

　
　
　
一
噸
．
　
　
　
e
、
　
”
　
　
　
　
f

二
一
二
川
懸
ロ
ヨ
リ
兎
口
辿
江
崖
九

尺
二
付
仕
廻
候
…
以
下
略
…
…

　
一
兀
文
五
年
申
二
月

　
　
　
　
妻
有
仙
田
組
高
倉
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
七
㊥

松
野
山
浦
田
口
村

　
　
　
村
山
伊
之
助
殿

　
尚
、
村
山
伊
之
助
よ
り
妻
有
仙

田
組
高
倉
久
七
宛
に
「
元
文
五
年

兎
口
用
水
堰
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
工
事
は
予
想
以
上
に

難
航
し
、
容
易
に
計
画
通
り
に
は

進
行
し
な
か
っ
た
。
そ
の
実
情
を

潟
町
役
所
に
届
出
た
と
思
わ
れ
る

草
稿
が
村
山
家
文
書
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
元
文
十
年
十
一
月

二
十
六
日
付
文
書
に
は
、
潟
町
役

伊之助用水の計画水路と遺構図

1諜擁藁梅珂蘇1鐙徹憲慧
毒蓋く・騰麟麟

1赴廓’繍い響．『・♂

霊き▽病謬痛・甑
池立1搬』記、

併ご

騰
蕩ノ獄・

撃『

娘講醗

所
よ
り
十
四
両
三
分
を
職
名
を
以

つ
て
借
用
し
て
い
る
。

　
元
文
五
年
に
契
約
し
て
後
、
三

年
の
歳
月
を
経
過
し
て
も
工
事
は

修
業
者
か
ら
新
田
に
亘
る
問
の
荒

堀
が
で
き
た
程
度
で
あ
っ
て
こ
の

難
工
事
の
実
情
を
願
人
伊
之
助
の

名
で
川
浦
代
官
所
に
報
告
を
し
て

い
る
。
今
か
ら
二
五
〇
年
前
瞼
岨

な
地
形
に
一
大
用
水
工
事
を
施
行

し
た
現
地
の
様
子
が
伺
え
る
。
終

点
の
雨
池
よ
り
新
田
の
鰐
口
清
水

ま
で
約
五
キ
。
麿
の
水
路
、
湯
境
倉
、

か
や萱

平
の
両
墜
道
跡
な
ど
が
残
影
を

残
し
て
い
る
。

　
複
雑
な
地
形
と
急
岐
の
た
め
雪

崩
災
害
も
多
く
又
地
す
べ
り
地
帯

の
た
め
に
水
路
の
保
全
が
困
難
で

あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
工
事

費
の
増
大
と
又
下
流
部
住
民
の
反

対
な
ど
も
あ
り
、
遂
に
未
完
成
に

終
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
用
水
が
完
成
し
て
い
た

ら
今
の
松
之
山
地
域
は
大
き
く
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ほ
ろ
し

わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
幻
に
終

っ
た
と
は
い
え
、
二
五
〇
年
余
経

過
し
た
今
日
、
そ
の
遺
稿
が
発
見

さ
れ
、
改
め
て
先
人
の
努
力
の
足

跡
を
知
る
こ
と
が
で
き
乃
。
以
上

　
　
　
文
主
貝

　
　
　
　
松
之
山
町
史
編
さ
ん
室

集歌・お知らせ・募集・お知らせ・募募

　
　
　
”
杵
と
臼
”

　
町
公
民
館
で
は
各
種
交
流
事
業

の
と
き
使
用
す
る
モ
チ
つ
き
用
の

さ
ね
　
　
う
ぜ

杵
と
臼
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
宅
で
眠
っ
て
い
る

杵
と
臼
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
町

公
民
館
に
譲
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
。
杵
だ
け
と
か
臼
だ
け
と
か

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
町
公
民
館
（
六
－
二
二
六
．
五
番
）

に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
引
き
取

り
に
伺
い
ま
す
の
で
、
心
当
り
の

あ
る
方
は
電
話
し
て
い
た
だ
き
た

ど
な
た
か
譲
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

　
　
　
き
ね
　
　
、
つ
す

1
　
　
　
町
公
民
館
よ
り

●

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
誠
に

心
苦
し
い
の
で
す
が
無
償
で
譲
っ

て
い
た
だ
き
た
く
、
重
ね
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
量

　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
解
レ
．
し
・

　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
リ
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ー

　
　
　
　
　
　
，
」
一
』
　
亀
し
聾

　
　
　
　
　
　
窃
　
　
　
　
》

ご寄付ありがとう

　　ございました

　このほど、松之山商業会工業部

の皆さんが、七夕大売り出しの包

丁とぎ収益金として五千円を、町

社会福祉協議会に寄付してくださ

いました。

　大変ありがとうございました。

「
ご
協
力
く
だ
さ
い
」

道
路
交
通
情
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
県
で
は
、
全
国
一
斉
に
自
動
車

の
利
用
状
況
を
調
べ
る
道
路
交
通

情
勢
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

が
日
常
生
活
の
中
で
「
ど
の
よ
う

に
自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
か
」

を
調
べ
、
そ
の
結
果
を
基
に
将
来

の
道
路
建
設
や
計
画
立
案
に
役
立

て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
調
査

員
が
お
宅
に
伺
い
ま
し
た
際
に
は
、

ぜ
ひ
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
調
査
時
期

　
　
十
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

　
　
て

○
調
査
車
両

　
登
録
車
両
の
中
か
ら
無
作
為

　
　
に
選
ば
れ
た
五
％
の
車
両

○
調
査
方
法

　
調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
車
両

　
　
の
使
用
者
を
調
査
員
が
訪
問

　
し
、
調
査
表
の
記
入
な
ど
を

　
説
明
し
ま
す
．

o
問
い
合
わ
せ
は
新
潟
県
安
塚
土

　
木
事
務
所
　
維
持
管
理
課

　
電
話
〇
二
五
五
九
－
二
－
三
六

　
　
五
五
ま
で
ど
う
ぞ
。

10月は「労働保険適用促進月間」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　です

　　　「加入してさわやか笑顔に明るい職場」

　労働保険とは労災保険と雇用保険とを総称した名称で

あり、原則として、労働者を1人でも雇っていれば、そ

の事業主は加入しなければならないことになっています。

　労災保険は、労働者が業務上等の事由によるケガや病

気などに対して給付を行うものであり、又雇用保険は、

労働者が失業した場合などに給付しながら、再就職の促

進を図るためのもので、労働者が安心して働くために欠

くことのできない制度です。

　まだ加入手続きをとられていない事業主の方は、今す

ぐ最寄りの労働基準監督署、公共職業安定所で加入手続

きをしましょう。

　また、相談、お問い合わせについても、お気軽におた

ずねください。

　公共職業安定所安塚分室（2－2039番）

停
電
の
お
知
ら
せ

▽
十
一
月
五
日
（
月
）

　
午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
十
二
時

ま
で

▽
天
水
越
・
天
水
島
の
全
部

ー
東
北
電
力
－

勧
、
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松
之
山
町
史
編
さ
ん
の
た
め
近

世
資
料
を
収
集
し
た
中
で
、
村
山

家
文
書
に
当
用
水
堀
計
画
と
そ
の

施
工
を
請
負
業
者
に
委
託
し
、
王

事
に
着
工
き
れ
た
古
文
書
が
残
さ

れ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
伊
之
助

用
水
（
仮
称
）
と
し
て
紹
介
し
た
、

い
。

　
近
世
の
新
田
開
発
が
進
む
に
つ

れ
、
用
水
不
足
は
次
第
に
問
題
に

な
っ
て
き
た
。
特
に
越
道
川
水
系

の
水
不
足
は
深
刻
で
、
こ
れ
を
打

開
す
る
た
め
比
較
的
豊
富
な
水
最

を
持
つ
渋
海
川
上
流
よ
り
取
水
す

る
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
中

心
と
な
っ
た
浦
田
口
村
伊
之
助
は
、

地
権
者
及
び
そ
の
村
々
の
関
係
者

に
了
解
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、

中
立
山
村
・
北
浦
川
村
・
西
浦
田

村
・
東
浦
田
村
の
村
役
人
連
名
で

「
…
…
略
…
…
拙
者
共
村
々
右
川

水
江
筋
共
二
相
障
リ
申
儀
無
御
座

候
、
為
一
札
価
而
如
件
、
元
文
四

年
未
十
月
」
と
あ
り
地
元
の
承
諾

を
得
た
極
証
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
川
水
路
掘
削
．
計
画
は
、
白
倉
川

（
現
在
の
渋
海
川
本
流
）
、
中
川
、

亀
石
川
の
合
流
点
よ
り
取
水
し
、

渋
海
川
右
岸
の
段
、
匡
ヒ
で
、
標
高

約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
h

に
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。
途
中
湯

之
島
∴
新
田
集
落
の
山
間
部
か
ら

は
、
複
雑
な
地
形
を
ぬ
っ
て
修
業

者
を
通
り
終
点
の
雨
池
ま
で
の
間
、

約
ト
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
用
水
を

計
画
し
た
。
　
（
伊
之
助
川
水
の
計

画
水
路
と
遺
構
図
参
照
）

　
こ
の
工
事
は
、
妻
有
仙
田
組
高

倉
村
久
七
が
請
負
い
、
請
負
人
久

七
よ
り
村
山
伊
之
助
宛
に
出
さ
れ

た
証
文
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
江
筋
請
負
宛
証
文
之
事

一
、
中
立
山
村
懸
ケ
ロ
ヨ
リ
兎
口

　
　
　
　
白
倉
川

　
林
之
根
辿
中
川
三
川
ヲ
懸
申
候

　
　
　
　
亀
．
石
川

　
　
　
る
　
　
ヤ
く

江
通
泌
鰍
　
汐
測

　
　
　
　
　
　
　
一
尺
．
五
寸

　
但
馬
踏
ハ
山
、
右
十
．
共
二
六
尺
二
定

巾
候
引
懸
ケ
候
、
土
ヲ
．
ト
ヘ
不
残

引
落
無
土
斗
之
所
六
尺
二
仕
申
究

に
候

　
比
掘
賃
銭
百
弐
拾
貫
文

　
　
　
米
六
拾
俵
但
四
斗
二
升
入

　
　
　
　
　
　
し
ら
い
ニ
し
ら
ノ
か
た

　
　
　
外
露
之
貰
栴
方
ハ
御
手

　
　
　
前
ニ
テ
被
成
候
筈
二
｛
疋

　
　
　
申
候
味
噌
塩
其
］
兀
様
ヨ

　
　
　
リ
被
下
候
筈
二
究
申
候

右
之
通
拙
者
請
取
請
二
相
定
、
槌

二
請
負
申
所
実
正
二
御
座
候

　
近
日
雪
消
次
第
二
槌
成
堀
子
共

拾
人
余
、
毒
有
方
ヨ
リ
連
参
、
普

請
相
勤
、
九
月
中
二
定
之
通
成
就

仕
、
水
引
渡
シ
可
申
候
。
若
堀
子

不
足
二
御
座
候
ハ
ハ
人
足
何
人
モ

相
雇
九
月
中
ニ
ハ
是
非
普
請
成
就

可
仕
候
。
賃
金
之
儀
ハ
七
月
中
辿

　
　
　
一
噸
．
　
　
　
e
、
　
”
　
　
　
　
f

二
一
二
川
懸
ロ
ヨ
リ
兎
口
辿
江
崖
九

尺
二
付
仕
廻
候
…
以
下
略
…
…

　
一
兀
文
五
年
申
二
月

　
　
　
　
妻
有
仙
田
組
高
倉
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
七
㊥

松
野
山
浦
田
口
村

　
　
　
村
山
伊
之
助
殿

　
尚
、
村
山
伊
之
助
よ
り
妻
有
仙

田
組
高
倉
久
七
宛
に
「
元
文
五
年

兎
口
用
水
堰
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
工
事
は
予
想
以
上
に

難
航
し
、
容
易
に
計
画
通
り
に
は

進
行
し
な
か
っ
た
。
そ
の
実
情
を

潟
町
役
所
に
届
出
た
と
思
わ
れ
る

草
稿
が
村
山
家
文
書
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
元
文
十
年
十
一
月

二
十
六
日
付
文
書
に
は
、
潟
町
役

伊之助用水の計画水路と遺構図

1諜擁藁梅珂蘇1鐙徹憲慧
毒蓋く・騰麟麟

1赴廓’繍い響．『・♂

霊き▽病謬痛・甑
池立1搬』記、

併ご

騰
蕩ノ獄・

撃『

娘講醗

所
よ
り
十
四
両
三
分
を
職
名
を
以

つ
て
借
用
し
て
い
る
。

　
元
文
五
年
に
契
約
し
て
後
、
三

年
の
歳
月
を
経
過
し
て
も
工
事
は

修
業
者
か
ら
新
田
に
亘
る
問
の
荒

堀
が
で
き
た
程
度
で
あ
っ
て
こ
の

難
工
事
の
実
情
を
願
人
伊
之
助
の

名
で
川
浦
代
官
所
に
報
告
を
し
て

い
る
。
今
か
ら
二
五
〇
年
前
瞼
岨

な
地
形
に
一
大
用
水
工
事
を
施
行

し
た
現
地
の
様
子
が
伺
え
る
。
終

点
の
雨
池
よ
り
新
田
の
鰐
口
清
水

ま
で
約
五
キ
。
麿
の
水
路
、
湯
境
倉
、

か
や萱

平
の
両
墜
道
跡
な
ど
が
残
影
を

残
し
て
い
る
。

　
複
雑
な
地
形
と
急
岐
の
た
め
雪

崩
災
害
も
多
く
又
地
す
べ
り
地
帯

の
た
め
に
水
路
の
保
全
が
困
難
で

あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
工
事

費
の
増
大
と
又
下
流
部
住
民
の
反

対
な
ど
も
あ
り
、
遂
に
未
完
成
に

終
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
用
水
が
完
成
し
て
い
た

ら
今
の
松
之
山
地
域
は
大
き
く
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ほ
ろ
し

わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
幻
に
終

っ
た
と
は
い
え
、
二
五
〇
年
余
経

過
し
た
今
日
、
そ
の
遺
稿
が
発
見

さ
れ
、
改
め
て
先
人
の
努
力
の
足

跡
を
知
る
こ
と
が
で
き
乃
。
以
上

　
　
　
文
主
貝

　
　
　
　
松
之
山
町
史
編
さ
ん
室

集歌・お知らせ・募集・お知らせ・募募

　
　
　
”
杵
と
臼
”

　
町
公
民
館
で
は
各
種
交
流
事
業

の
と
き
使
用
す
る
モ
チ
つ
き
用
の

さ
ね
　
　
う
ぜ

杵
と
臼
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
宅
で
眠
っ
て
い
る

杵
と
臼
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
町

公
民
館
に
譲
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
。
杵
だ
け
と
か
臼
だ
け
と
か

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
町
公
民
館
（
六
－
二
二
六
．
五
番
）

に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
引
き
取

り
に
伺
い
ま
す
の
で
、
心
当
り
の

あ
る
方
は
電
話
し
て
い
た
だ
き
た

ど
な
た
か
譲
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

　
　
　
き
ね
　
　
、
つ
す

1
　
　
　
町
公
民
館
よ
り

●

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
誠
に

心
苦
し
い
の
で
す
が
無
償
で
譲
っ

て
い
た
だ
き
た
く
、
重
ね
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
量

　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
解
レ
．
し
・

　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
リ
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ー

　
　
　
　
　
　
，
」
一
』
　
亀
し
聾

　
　
　
　
　
　
窃
　
　
　
　
》

ご寄付ありがとう

　　ございました

　このほど、松之山商業会工業部

の皆さんが、七夕大売り出しの包

丁とぎ収益金として五千円を、町

社会福祉協議会に寄付してくださ

いました。

　大変ありがとうございました。

「
ご
協
力
く
だ
さ
い
」

道
路
交
通
情
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
県
で
は
、
全
国
一
斉
に
自
動
車

の
利
用
状
況
を
調
べ
る
道
路
交
通

情
勢
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

が
日
常
生
活
の
中
で
「
ど
の
よ
う

に
自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
か
」

を
調
べ
、
そ
の
結
果
を
基
に
将
来

の
道
路
建
設
や
計
画
立
案
に
役
立

て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
調
査

員
が
お
宅
に
伺
い
ま
し
た
際
に
は
、

ぜ
ひ
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
調
査
時
期

　
　
十
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

　
　
て

○
調
査
車
両

　
登
録
車
両
の
中
か
ら
無
作
為

　
　
に
選
ば
れ
た
五
％
の
車
両

○
調
査
方
法

　
調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
車
両

　
　
の
使
用
者
を
調
査
員
が
訪
問

　
し
、
調
査
表
の
記
入
な
ど
を

　
説
明
し
ま
す
．

o
問
い
合
わ
せ
は
新
潟
県
安
塚
土

　
木
事
務
所
　
維
持
管
理
課

　
電
話
〇
二
五
五
九
－
二
－
三
六

　
　
五
五
ま
で
ど
う
ぞ
。

10月は「労働保険適用促進月間」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　です

　　　「加入してさわやか笑顔に明るい職場」

　労働保険とは労災保険と雇用保険とを総称した名称で

あり、原則として、労働者を1人でも雇っていれば、そ

の事業主は加入しなければならないことになっています。

　労災保険は、労働者が業務上等の事由によるケガや病

気などに対して給付を行うものであり、又雇用保険は、

労働者が失業した場合などに給付しながら、再就職の促

進を図るためのもので、労働者が安心して働くために欠

くことのできない制度です。

　まだ加入手続きをとられていない事業主の方は、今す

ぐ最寄りの労働基準監督署、公共職業安定所で加入手続

きをしましょう。

　また、相談、お問い合わせについても、お気軽におた

ずねください。

　公共職業安定所安塚分室（2－2039番）

停
電
の
お
知
ら
せ

▽
十
一
月
五
日
（
月
）

　
午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
十
二
時

ま
で

▽
天
水
越
・
天
水
島
の
全
部

ー
東
北
電
力
－

勧
、
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ケント・ギルバート氏が上越で
　　　　　　記念講演

　10月19日　リージョンプラザ上越

　新潟県中小企業情報センターでは、情報化の普及や敬

蒙を目的として「情報化プラザinじょうえつ」を、10月

19日の午後、リージョンプラザ上越で開催します。

　この開催を記念して、弁護士でありテレビタレントと

して活躍している“ケント・ギルバート氏。（アメリカ出

身）を招いて「国際化途上国ニッポン」という演題で講

演をしていただきます。興味のある方は、ぜひ聞きに行

ってください。

おめでた（腿…）
1「b　か

誕
＼
、
邉

　
0 。

・
埠

　　　　ナ
　O

ち　スクラッフ
　　ーノ　　済／　”

優歌ちゃん
み　か

美佳ちゃん
いヤ　み

育未ちゃん
よし　え

芳恵ちゃん
れい　こ

玲子ちゃん

関谷敏明さんの長女（黒倉）

小柳　一さんの三女（上の山）

本山里志さんの二女（曽根）

樋口芳平さんの長女（湯山）

高橋忠一さんの二女（湯本）

窃《導》み（露亡）

高橋ハナさん　80歳（中尾）’善ぜん

若井千代さん　88歳（小谷）向

村山三次さん　76歳（坂下）幅

　※9月1日から30日までの届出分です

（生年月日）

2・8・21
2・9・3

2・9・12
2・9・18
2・9・14

（死亡年月日）

2・9・6

2・9・13
2・9・22

　
な
か
な
か
死
に
そ
う
も
な
い
白
で
す
が
、
黒
1

の
ハ
ネ
で
コ
ロ
ワ
と
ま
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

白
2
と
オ
サ
エ
た
と
き
、
黒
3
と
急
所
に
打
つ
の

が
大
切
な
手
順
。

　
2
図
は
黒
1
の
ハ
ネ
に
対
し
て
白
・
2
と
打
て
ば

黒
3
が
好
手
で
こ
れ
も
正
解
で
す
。

　
　
　
　
1
図

干
●

　
　
　
●
●

　
　
　
●
○
④

●・

郵

　
　
●
巽
を

　
　
●
Q
つ
0

　
　
　
、
●
●
6
‘

　
　
2
図

㎜
議

●
○
○
①

↓
◎
●
⊥

9
月
号
の
答
え

五．

四

正解者
　若井千代松さん（小　谷）

　久保田光栄さん（天水島）

イ　ロ　パ ヘ　　　チ　リ　ヌ

黒先白死（3手まで）

詰碁の解答を募集してい

ます。10月25日までにハガ

キなどで広報担当まで。

　正解者には粗品を進呈。

瞬
有
段
を
め
ざ
し
て

1、寝タバコやタバコの

　　投げ捨てをしない 垂轟
轟姦・・際臨、
　1診篇

　　　　　　　　　　　　＼“
3、風の強いときは、
　　　　たき火をしなし、窯
　　　　　　　　　　　　　　　　o

＼

＼
吻臼く4、天ぷらを揚げるときは、

讐　　　’　　　　ロ　　　　　■　　　　　　　　　　その場を離れない　　　　　，　　　o』　　　リ　　　　　　　　　ロ

　　　ロ

葬・
5、家のまわりには、燃えやすい物を置かなb

6、風呂の空だきをしない

麟

薬
　　　　　　　　＼』
　　　　ぬ吐’い’与1’

　　　　イザ　　　　　　ひ
　　　薦　＼こ乙
　　　　　ヨ　　　し　　　へ　　　　　　　　診擢

　　　　　　　　蝦，6覆

7’蕪嚇一壁1

“
ま
ず
消
そ
う
火
へ
の
鈍
感
無
関
心
”

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り

地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
火
災
に
よ
る

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
の
大
半
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

．
我
が
家
か
ら
火
を
出
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
次
の
「
火
の
用
心

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＼
鋳

で
軌

鞠
辱

庵
晦

　　　　　O

⑮

l
O
o
o
ゆ
ー
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ケント・ギルバート氏が上越で
　　　　　　記念講演

　10月19日　リージョンプラザ上越

　新潟県中小企業情報センターでは、情報化の普及や敬

蒙を目的として「情報化プラザinじょうえつ」を、10月

19日の午後、リージョンプラザ上越で開催します。

　この開催を記念して、弁護士でありテレビタレントと

して活躍している“ケント・ギルバート氏。（アメリカ出

身）を招いて「国際化途上国ニッポン」という演題で講

演をしていただきます。興味のある方は、ぜひ聞きに行

ってください。

おめでた（腿…）
1「b　か

誕
＼
、
邉

　
0 。

・
埠
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ち　スクラッフ
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優歌ちゃん
み　か

美佳ちゃん
いヤ　み

育未ちゃん
よし　え

芳恵ちゃん
れい　こ

玲子ちゃん

関谷敏明さんの長女（黒倉）

小柳　一さんの三女（上の山）

本山里志さんの二女（曽根）

樋口芳平さんの長女（湯山）

高橋忠一さんの二女（湯本）

窃《導》み（露亡）

高橋ハナさん　80歳（中尾）’善ぜん

若井千代さん　88歳（小谷）向

村山三次さん　76歳（坂下）幅

　※9月1日から30日までの届出分です

（生年月日）

2・8・21
2・9・3

2・9・12
2・9・18
2・9・14

（死亡年月日）

2・9・6

2・9・13
2・9・22

　
な
か
な
か
死
に
そ
う
も
な
い
白
で
す
が
、
黒
1

の
ハ
ネ
で
コ
ロ
ワ
と
ま
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

白
2
と
オ
サ
エ
た
と
き
、
黒
3
と
急
所
に
打
つ
の

が
大
切
な
手
順
。

　
2
図
は
黒
1
の
ハ
ネ
に
対
し
て
白
・
2
と
打
て
ば

黒
3
が
好
手
で
こ
れ
も
正
解
で
す
。
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9
月
号
の
答
え
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四

正解者
　若井千代松さん（小　谷）

　久保田光栄さん（天水島）

イ　ロ　パ ヘ　　　チ　リ　ヌ

黒先白死（3手まで）

詰碁の解答を募集してい

ます。10月25日までにハガ

キなどで広報担当まで。

　正解者には粗品を進呈。

瞬
有
段
を
め
ざ
し
て

1、寝タバコやタバコの

　　投げ捨てをしない 垂轟
轟姦・・際臨、
　1診篇

　　　　　　　　　　　　＼“
3、風の強いときは、
　　　　たき火をしなし、窯
　　　　　　　　　　　　　　　　o

＼

＼
吻臼く4、天ぷらを揚げるときは、

讐　　　’　　　　ロ　　　　　■　　　　　　　　　　その場を離れない　　　　　，　　　o』　　　リ　　　　　　　　　ロ

　　　ロ

葬・
5、家のまわりには、燃えやすい物を置かなb

6、風呂の空だきをしない

麟

薬
　　　　　　　　＼』
　　　　ぬ吐’い’与1’
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　　　薦　＼こ乙
　　　　　ヨ　　　し　　　へ　　　　　　　　診擢
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7’蕪嚇一壁1

“
ま
ず
消
そ
う
火
へ
の
鈍
感
無
関
心
”

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り

地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
火
災
に
よ
る

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
の
大
半
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

．
我
が
家
か
ら
火
を
出
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
次
の
「
火
の
用
心

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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でっかいリンゴの木
　ボクとまなみのリンゴ

たかなみつばさくん

　（松口桶屋）
サクランボとりたいけどハシゴがな
くてとれないの

むらやまゆきさん
　（松之山　隠居）

　
　
・
．
講
へ

魏

藤雛圃
ゆうみちゃんが星になったイヌとあ

そんでいるところ
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土
曜
閉
庁
　
1
0
月
1
3
日
・
2
7
日
　
11
月
1
0
日
．
2
4
H

＊
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
の
届
は
出
来
ま
す

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
長
袖
の

シ
ャ
ツ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。
暑
い
暑
い
と
言
っ
て
い

た
時
期
が
懐
か
し
い
で
す
ね
。

　
さ
て
取
り
人
れ
の
秋
、
皆
さ
ん

の
お
宅
で
は
豊
作
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
今
年
は
早
生
品
種
が
比
較

的
良
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
作
況

指
数
も
一
〇
二
か
ら
ニ
ポ
イ
ン
ト

落
ち
て
一
〇
〇
の
平
年
並
み
の
よ

う
で
す
。

　
卜
月
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
も
あ

り
よ
す
。
駅
伝
人
会
・
健
康
マ
ラ

ソ
・
、
／
と
ま
た
町
内
が
燃
え
る
事
で

し
虹
う
。
寒
く
な
る
こ
の
時
期
、

カ
ゼ
を
引
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

卜
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
八
七
六
（
▲
一
）

　
男
／
一
、
八
九
三
（
▲
三
）

　
女
／
一
、
九
八
三
（
　
二
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
三
（
▲
三
）

（
）
内
は
九
月
一
H
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
十
月
号

平
成
二
年
十
月
十
H
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
盈
六
⊥
一
二
三
一

編
集
／
議
会
事
務
局
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つの義
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麗
蹴
冒
7

収
穫
の
秋
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
．

芸
術
の
秋

秋
は
色
々
な
面
で

最
も
充
実
し
、
た
季
節
の
よ
う
で
す
。

10
月
は

行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
走
っ
た
健
康
マ
ラ
ソ
ン
。

レ
オ
タ
！
ド
姿
に

ち
ょ
っ
と
驚
か
さ
れ
た
芸
能
祭
。

松
之
山
に
も
都
会
の
風
が

少
～
し
吹
い
て
来
た
か
な
。
？
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